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災害時には、市災害対策本部がどの避難所を開設するかを決定し、施設の安全を確認して開設し
ます。
開設するときは、表１の順序で、災害の規模や範囲等により開設する施設を増やします。
避難所情報は、下野インフォメーションメール、緊急速報メール、市ホームページ、屋外拡声器、
とちぎテレビのデータ放送、ラジオ（栃木放送）、広報車等、複数の手段でお知らせします。

◇表１「避難所開設順序」

開設順序 国分寺地区 石橋地区 南河内地区
第１次避難所 国分寺公民館 スポーツ交流館 ふれあい館

第２次避難所
国分寺東小学校
国分寺西小学校

石橋北小学校
古山小学校

南河内公民館
緑小学校

第３次避難所 災害の規模や範囲等により開設する施設を増やします。
①�　指定緊急避難場所は、災害の発生等により一時的に難を逃れる緊急時の避難場所です。災害の
種類ごとに指定します。
②�　指定避難所は、避難してから一定期間生活するための施設として指定します。

◇表２「国分寺地区」

NO 指定避難所 所在地 電話番号

指定緊急避難場所 指
定
避
難
所

洪水
災害 地震 大規模

火事

１ 国分寺公民館� 【第１次避難所】 小金井1127 40-5563 ○ ○ ○ ○
２ 国分寺東小学校� 【第２次避難所】 柴897-1 44-3161 ○ ○ ○ ○
３ 国分寺西小学校� 【第２次避難所】 川中子3278 44-0131 ○ ○ ○ ○
４ 国分寺武道館� 【第３次避難所】 駅東7-3-13 32-8920 ○ ○ ○ ○
５ 国分寺東児童館� 【第３次避難所】 駅東7-4-1 44-2604 ○ ○ ○ ○

６ コミュニティセンター友愛館
【第３次避難所】 柴1019-1 40-8111 ○ ○ ○ ○

７ 国分寺小学校� 【第３次避難所】 小金井4-2-3 44-0004 ○ ○ ○ ○
８ 国分寺中学校� 【第３次避難所】 小金井4-1-8 44-0050 ○ ○ ○ ○

９ 国分寺Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
【第３次避難所】 小金井277-2 44-5131 ○ ○ ○ ○

10 国分寺駅西児童館� 【第３次避難所】 小金井5-22-1 44-0786 ○ ○ ○ ○
11 国分寺聖武館� 【第３次避難所】 国分寺628-2 32-8920 ○ ○ ○ ○

12 保健福祉センターゆうゆう館
� 【第３次避難所】 小金井789 43-1232 ○ ○ ○ ○

13 国分寺運動公園 小金井277-2 44-5131 ※広域避難場所
※広域避難場所：大火災など、大規模な避難が可能な場所

下野市指定避難所の開設方法について

下野市指定避難所の
開設方法について

下野市指定避難所の
開設方法について
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◇表３「石橋地区」

NO 石橋地区の施設名 所在地 電話番号

指定緊急避難場所 指
定
避
難
所

洪水
災害 地震 大規模

火事

14 スポーツ交流館� 【第１次避難所】 大松山1-7-1 52-1124 ○ ○ ○ ○
15 石橋北小学校� 【第２次避難所】 上古山1932 52-1134 ○ ○ ○ ○
16 古山小学校� 【第２次避難所】 下古山3-1-9 52-1132 ○ ○ ○ ○
17 石橋高等学校� 【第３次避難所】 石橋845 53-2517 ○ ○ ○ ○
18 石橋小学校� 【第３次避難所】 花の木1-4 52-1131 ○ ○ ○ ○
19 石橋体育センター� 【第３次避難所】 大松山1-7-1 52-1124 ○ ○ ○ ○
20 石橋中学校� 【第３次避難所】 石橋1130 52-1130 × ○ ○ ○
21 細谷小学校� 【第３次避難所】 細谷693 52-1133 ○ ○ ○ ○
22 石橋図書館� 【第３次避難所】 大松山1-7-3 52-1136 ○ ○ ○ ○
23 グリムの館� 【第３次避難所】 下古山747 52-1180 ○ ○ ○ ○

24 保健福祉センターきらら館
【第３次避難所】 下古山1220 52-3711 × ○ ○ ○

25 ふれあいセンター� 【第３次避難所】 下長田146 52-1184 ○ ○ ○ ○
26 大松山運動公園 大松山1-7-1 52-1124 ※広域避難場所

◇表４「南河内地区」

NO 南河内地区の施設名 所在地 電話番号

指定緊急避難場所 指
定
避
難
所

洪水
災害 地震 大規模

火事

27 ふれあい館� 【第１次避難所】 三王山698-5 47-1126 ○ ○ ○ ○
28 南河内公民館� 【第２次避難所】 田中681-1 48-2393 ○ ○ ○ ○
29 緑小学校� 【第２次避難所】 緑3-16-1 40-6601 ○ ○ ○ ○
30 祇園小学校� 【第３次避難所】 祇園2-21-3 44-5002 ○ ○ ○ ○
31 南河内体育センター�【第３次避難所】 仁良川1141 48-2392 × ○ ○ ○

32 仁良川コミュニティセンター
【第３次避難所】 仁良川1468 32-8887 ○ ○ ○ ○

33 南河内中学校� 【第３次避難所】 薬師寺986 48-0010 ○ ○ ○ ○
34 薬師寺小学校� 【第３次避難所】 薬師寺1412 48-0009 ○ ○ ○ ○
35 吉田東小学校� 【第３次避難所】 中川島7 48-5007 × ○ ○ ○
36 南河内東体育館� 【第３次避難所】 本吉田783 － × ○ ○ ○
37 南河内東公民館� 【第３次避難所】 本吉田783 48-5511 × ○ ○ ○
38 吉田西小学校� 【第３次避難所】 下坪山959 48-5008 × ○ ○ ○
39 南河内第二中学校� 【第３次避難所】 祇園4-16-3 40-6030 ○ ○ ○ ○

40 薬師寺コミュニティセンター
【第３次避難所】

薬師寺1387-
25 48-5522 ○ ○ ○ ○

41 上三川高等学校� 【第３次避難所】 上三川町大
字多功994-4 53-2367 ○ ○ ○ ○

42 祇園原公園 祇園3-4 32-8909
※広域避難場所43 諏訪山公園 緑1-2 32-8909

44 別処山公園 絹板611-1 32-8909
※広域避難場所：大火災など、大規模な避難が可能な場所

下野市指定避難所の開設方法について
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姉妹都市締結40周年を記念し、ドイツ・
ディーツヘルツタールのアンドレアス・ト
ーマス市長、シュテファン・ショール議長
を含む７名の訪問団が、下野市に３月24日
～ 28日の期間滞在しました。

滞在中は、３月26日に新庁舎で開催され
た市制施行10周年記念式典にご出席いただ
いたほか、市内のアスパラガス・いちご農

家を訪問したり、日光東照宮や華厳の滝などの栃木県が誇る文化財や自然をご覧い
ただきました。また、グリムの館で行われた歓迎パーティーでは、両市長があいさ
つし、40年に渡り築かれてきた友好を今後も中学生相互派遣を中心に継続し、次代
へと引き継いでいくことを確認しました。パーティーの余興では栄町お囃子会の演
奏により大いに会場が盛りあがりました。

■　枝垂桜をいただきました
下野市の名誉市民　若林英二氏から、市に枝垂

桜の苗木50本の寄贈があり、天平の丘公園に植栽
しました。

若林さんは、14年の長きにわたり、はくつる会
の理事長として市の福祉向上に努められ、今春、
退任されるに当たり、記念として寄贈していただ
きました。

花まつり会場では早咲きの河津桜や淡墨桜から
始まり、メインの八重桜まで様々な種類の桜が
咲き続きますが、
枝垂桜は開花し
ている桜が少な
い時期をつなぐ
桜となってくれ
ることでしょう。

４月14日から熊本県内各地で大規模な地震が発生し、多くの
住民の方々が被災されました。被災された方々、ご家族の皆さ
まに心よりお見舞い申し上げます。

下野市では、被災された方々を支援すべく救援物資を届けま
した。救援物資は、栃木県トラック協会下野支部のご協力を得
て熊本県上天草市・八代市へ輸送しました。

救援物資（非常用水運搬袋　3,000袋 ・紙おむつ　100ケース・
移動式赤ちゃんの駅　１セット・避難所用パーテーション　20
セット（コニシ株式会社様より寄付）） 

4月15日、天平の花まつり会場において、あべ静江
さんによる歌謡ショーが開催されました。

当 日 は 好 天
に 恵 ま れ、 約
1,000人 の 観 客
が訪れました。
ステージでは、
懐かしの名曲か
ら現在の曲まで、
あべさんの素晴
らしい歌声が響
き渡り、会場は
大いに盛りあが
りました。

姉妹都市から訪問団
姉妹都市ディーツヘルツタールから訪問団が来庁しました

天平の花まつりが開催されました
メインショーは「あべ静江」さん

熊本地震の被災者に救援物資を送りました

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s 　 　 ま ち の 話 題
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「笹原住みよいまちづくりの会」が、新庁舎開庁を祝福して、
菜の花畑を整備しました。会では、下野市の新たなスタートを
多くの皆様に喜んでもらうため、園路の整備や除草に汗を流し
て整備しました。

新庁舎の展
望デッキから
は、黄色のき
れいな菜の花
が畑一面に広
がる様子が見
渡せ、来訪者
を楽しませて
くれました。

大久保芳雄　氏
1964年に栃木県警に入り、矢板・小山

署長を歴任し、2006年警察学校で校長と
して退職されました。

長年にわたり地域の安全に寄与されま
した。

■　絶滅危惧種トウサワトラノオが開花
絶滅危惧種トウサワトラノオが白く可憐な花をつけ、保

全地いっぱいに咲き誇りました。
4月27日、下野市トウサワトラノオ保存会黒川英代会長が

開花宣言を行い、ゴールデンウィークには見頃を迎えました。
絶滅危惧種トウサワトラノオは、地元東根自治会をは

じめ、下野市トウ
サワトラノオ保存
会、小山北桜高等
学校・下野市自然
に親しむ会等、市
民協働により守ら
れています。

５月７日、開庁したばかりの庁舎「市民ロビー」にて、金春流　山中一馬
師による、復曲能「宍戸」が行われ、約350人が幽玄の世界を堪能しました。
「宍戸」は、長年上演の

記録がなく、詞章のみが伝
わる下野国・薬師寺が舞台
となる能で、下野薬師寺歴
史館15周年を記念して、山
中一馬師のご尽力により復
曲されました。

５月６日、下野市役所新庁舎が開庁しました。
平成18年１月に下野市が誕生し、10周年の記

念の年に、災害に強く、明るいロビーに市民が
集う新庁舎が完成しました。

これからは新庁舎を市民の交流の場として活
用し、よ
り良い下
野市を市
民の皆様
と一緒に
目指して
いきます。

春の危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章（警察功労）

復曲能「宍戸」を開催
下野薬師寺歴史館15周年

菜の花で新庁舎をお祝い

新庁舎開庁式

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s 　 　 ま ち の 話 題
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平成27年度下半期財政状況平成27年度下半期財政状況

平成27年度下半期の財政状況
市では、皆さんに納めていただいた市税などの収入の状況や、それがどのように使われているか、また、市
の財産や借入金の状況がどのようになっているかを、年２回に分けて公表しています。
今回は、平成28年３月末までの財政状況についてお知らせします。
４、５月の出納整理期間を含めた決算の状況については、決算特集号にてお知らせします。

【歳　入】　予算総額297億1，399万円　収入済額254億835万円（収入率85.5％）

【歳　出】　予算総額297億1,399万円　支出済額247億285万円（執行率83.1％）

市  税 市民の皆さんや市内に事務所などを持
つ法人などに納めていただく税金です。

議  会  費 議員報酬や市議会運営のための
経費です。

総  務  費 庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税
金の徴収などの経費です。

民  生  費 障がいのある方や高齢者の方に対する福
祉の充実、子育て支援などの経費です。

衛  生  費 感染症予防、健康増進、環境保
全、清掃費などの経費です。

農林水産業費 農林水産業の振興を図るための支援
や、生産基盤整備などの経費です。

商  工  費 商工業や観光の振興などの経費
です。

土  木  費 道路、河川、公園などの整備や
維持管理のための経費です。

消  防  費 消防や火災予防などの災害対策
のための経費です。

教  育  費 学校教育・生涯学習の充実、文化・
スポーツ振興などの経費です。

公  債  費 市債の元金・利子を支払うため
の経費です。

そ  の  他 労働費、予備費などです。

譲与税・交付金
地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金などです。

地 方 交 付 税 国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。

国 庫 支 出 金 国からの負担金や補助金などで
す。

県 支 出 金 県からの負担金や補助金などで
す。

繰  入  金 基金の取り崩しなどです。

繰  越  金 前年度で生じた決算剰余金を翌年
度の歳入に繰り越したものです。

市  債 政府・金融機構・銀行などから
調達する長期的な借入金です。

そ  の  他 分担金及び負担金、使用料及び
手数料などです。

90億7,272万円90億7,272万円
90億 万円90億7,200万円

（100.0%）

11億7,335万円
15億8,902万円 （135.4%）

35億3,482万円
38億6,906万円 （109.5%）

34億8,209万円
28億7,457万円 （82.6%）

15億5,145万円
12億9,569万円 （83.5%）

8億5,921万円
8億5,921万円 （100.0%）

13億9,056万円
13億9,056万円 （100.0%）

75億　350万円
33億2,930万円 （44.4%）

11億4,702万円
11億2,822万円 （98.4%）

2億1,820万円
2億1,607万円 （99.0%）

78億7,313万円
60億8,390万円 （77.3%）

75億7,838万円
66億2,690万円 （87.4%）

14億8,712万円
13億6,554万円 （91.8%）

11億5,641万円
9億9,066万円 （85.7%）

8億2,862万円
7億4,663万円 （90.1%）

32億2,080万円
20億3,509万円 （63.2%）

9億7,195万円
9億　562万円 （93.2%）

35億　873万円
29億6,273万円 （84.4%）

27億6,222万円
27億5,153万円 （99.6%）

1億　843万円
1,820万円 （16.8%）

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

予 算 現 額
支 出 済 額

●一般会計予算執行状況●

●特別会計・水道事業会計予算執行状況●

●市税の状況●　住民基本台帳人口 59,870人　　世帯数 22,898世帯

●地方債の残高● ●市有財産の現在高●

歳 入 歳 出

国 民 健 康 保 険

予 算 現 額
支 出 済 額

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険
（保険事業勘定）

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

公共下水道事業

農業集落排水事業

石橋駅周辺土地
区 画 整 理 事 業

仁良川地区土地
区 画 整 理 事 業

水 道 事 業
( 収益 )

水 道 事 業
( 資本 )

67億1,524万円67億1,524万円
60億9,496万円60億9,496万円 （90.8％）

5億1,462万円
4億9,414万円 （96.0％）

36億3,286万円
32億2,390万円 （88.7％）

519万円
383万円 （73.8％）

20億　676万円
13億5,537万円 （67.5％）

4億2,581万円
3億8,229万円 （89.8％）

2,053万円
1,252万円 （61.0％）

6億3,001万円
4億8,571万円 （77.1％）

9億2,512万円
8億4,388万円 （91.2％）

6億4,218万円
5億7,753万円

67億1,524万円67億1,524万円
63億5,496万円63億5,496万円

5億1,462万円
5億　348万円

36億3,286万円
35億2,651万円

519万円
511万円

20億　676万円
13億8,863万円

4億2,581万円
4億2,036万円

2,053万円
2,055万円

6億3,001万円
6億4,534万円

10億3,495万円
10億6,278万円

1億5,200万円
1億3,874万円 （89.9％）

（94.6％）（94.6％）

（97.8％）

（97.1％）

（98.6％）

（69.2％）

（98.7％）

（100.1％）

（102.4％）

（102.7％）

（91.3％）

科　　目 収入状況 市民の負担状況
1人あたり 1世帯あたり

18万2,760円
17万　316円

4,237円
１万8,434円
２万　476円

39万6,223円

176万1,085㎡
19万6,931㎡

195万8,016㎡
20万7,822㎡

６万9,899円
６万5,139円

1,621円
7,050円
7,831円

15万1,540円

41億8,484万円
38億9,990万円

9,703万円
４億2,210万円
４億6,885万円

90億7,272万円

区　　　　　分 内　　　訳

土　地
行 政 財 産
普 通 財 産

計
建　物 行 政 財 産

問い合わせ先 財政課　☎（32）8889

地域づくり事業推進基金
4億4,995万円
地域づくり事業推進基金
4億4,995万円公共施設整備基金

5億4,784万円
公共施設整備基金

5億4,784万円

国民健康保険国民健康保険
財政調整基金財政調整基金

土地開発基金

高額療養費資金貸付基金

財政調整基金財政調整基金
18億8,052万円18億8,052万円

庁舎等整備基金庁舎等整備基金
14億9,162万円14億9,162万円

地域福祉基金
4億3,982万円

保健福祉施設整備基金
4億4,871万円

グリーン保存育成基金
595万円

3億7,185万円3億7,185万円

1,000万円

減債基金減債基金
32億3,163万円32億3,163万円

地域振興基金地域振興基金
15億7,744万円15億7,744万円

6億7,979万円

石橋駅周辺土地区画整理事業
129万円

仁良川地区土地区画整理事業
462万円

農業集落排水事業
24億5,374万円
農業集落排水事業
24億5,374万円

道の駅しもつけ基金
6,841万円

介護給付費準備基金

一般旅券印紙等購買基金
3億4,228万円

300万円

市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
都 市 計 画 税
合 計

322億1,978万円
公共下水道事業
67億6,873万円
公共下水道事業
67億6,873万円

一般会計
205億　21万円
一般会計
205億　21万円

24億9,119万円24億9,119万円
水道事業水道事業

地方債残高

基金残高
115億4,881万円
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平成27年度下半期財政状況

平成27年度下半期の財政状況
市では、皆さんに納めていただいた市税などの収入の状況や、それがどのように使われているか、また、市
の財産や借入金の状況がどのようになっているかを、年２回に分けて公表しています。
今回は、平成28年３月末までの財政状況についてお知らせします。
４、５月の出納整理期間を含めた決算の状況については、決算特集号にてお知らせします。

【歳　入】　予算総額297億1，399万円　収入済額254億835万円（収入率85.5％）

【歳　出】　予算総額297億1,399万円　支出済額247億285万円（執行率83.1％）

市  税 市民の皆さんや市内に事務所などを持
つ法人などに納めていただく税金です。

議  会  費 議員報酬や市議会運営のための
経費です。

総  務  費 庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税
金の徴収などの経費です。

民  生  費 障がいのある方や高齢者の方に対する福
祉の充実、子育て支援などの経費です。

衛  生  費 感染症予防、健康増進、環境保
全、清掃費などの経費です。

農林水産業費 農林水産業の振興を図るための支援
や、生産基盤整備などの経費です。

商  工  費 商工業や観光の振興などの経費
です。

土  木  費 道路、河川、公園などの整備や
維持管理のための経費です。

消  防  費 消防や火災予防などの災害対策
のための経費です。

教  育  費 学校教育・生涯学習の充実、文化・
スポーツ振興などの経費です。

公  債  費 市債の元金・利子を支払うため
の経費です。

そ  の  他 労働費、予備費などです。

譲与税・交付金
地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金などです。

地 方 交 付 税 国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。

国 庫 支 出 金 国からの負担金や補助金などで
す。

県 支 出 金 県からの負担金や補助金などで
す。

繰  入  金 基金の取り崩しなどです。

繰  越  金 前年度で生じた決算剰余金を翌年
度の歳入に繰り越したものです。

市  債 政府・金融機構・銀行などから
調達する長期的な借入金です。

そ  の  他 分担金及び負担金、使用料及び
手数料などです。

90億7,272万円90億7,272万円
90億 万円90億7,200万円

（100.0%）

11億7,335万円
15億8,902万円 （135.4%）

35億3,482万円
38億6,906万円 （109.5%）

34億8,209万円
28億7,457万円 （82.6%）

15億5,145万円
12億9,569万円 （83.5%）

8億5,921万円
8億5,921万円 （100.0%）

13億9,056万円
13億9,056万円 （100.0%）

75億　350万円
33億2,930万円 （44.4%）

11億4,702万円
11億2,822万円 （98.4%）

2億1,820万円
2億1,607万円 （99.0%）

78億7,313万円
60億8,390万円 （77.3%）

75億7,838万円
66億2,690万円 （87.4%）

14億8,712万円
13億6,554万円 （91.8%）

11億5,641万円
9億9,066万円 （85.7%）

8億2,862万円
7億4,663万円 （90.1%）

32億2,080万円
20億3,509万円 （63.2%）

9億7,195万円
9億　562万円 （93.2%）

35億　873万円
29億6,273万円 （84.4%）

27億6,222万円
27億5,153万円 （99.6%）

1億　843万円
1,820万円 （16.8%）

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

予 算 現 額
支 出 済 額

●一般会計予算執行状況●

●特別会計・水道事業会計予算執行状況●

●市税の状況●　住民基本台帳人口 59,870人　　世帯数 22,898世帯

●地方債の残高● ●市有財産の現在高●

歳 入 歳 出

国 民 健 康 保 険

予 算 現 額
支 出 済 額

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険
（保険事業勘定）

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

公共下水道事業

農業集落排水事業

石橋駅周辺土地
区 画 整 理 事 業

仁良川地区土地
区 画 整 理 事 業

水 道 事 業
( 収益 )

水 道 事 業
( 資本 )

67億1,524万円67億1,524万円
60億9,496万円60億9,496万円 （90.8％）

5億1,462万円
4億9,414万円 （96.0％）

36億3,286万円
32億2,390万円 （88.7％）

519万円
383万円 （73.8％）

20億　676万円
13億5,537万円 （67.5％）

4億2,581万円
3億8,229万円 （89.8％）

2,053万円
1,252万円 （61.0％）

6億3,001万円
4億8,571万円 （77.1％）

9億2,512万円
8億4,388万円 （91.2％）

6億4,218万円
5億7,753万円

67億1,524万円67億1,524万円
63億5,496万円63億5,496万円

5億1,462万円
5億　348万円

36億3,286万円
35億2,651万円

519万円
511万円

20億　676万円
13億8,863万円

4億2,581万円
4億2,036万円

2,053万円
2,055万円

6億3,001万円
6億4,534万円

10億3,495万円
10億6,278万円

1億5,200万円
1億3,874万円 （89.9％）

（94.6％）（94.6％）

（97.8％）

（97.1％）

（98.6％）

（69.2％）

（98.7％）

（100.1％）

（102.4％）

（102.7％）

（91.3％）

科　　目 収入状況 市民の負担状況
1人あたり 1世帯あたり

18万2,760円
17万　316円

4,237円
１万8,434円
２万　476円

39万6,223円

176万1,085㎡
19万6,931㎡

195万8,016㎡
20万7,822㎡

６万9,899円
６万5,139円

1,621円
7,050円
7,831円

15万1,540円

41億8,484万円
38億9,990万円

9,703万円
４億2,210万円
４億6,885万円

90億7,272万円

区　　　　　分 内　　　訳

土　地
行 政 財 産
普 通 財 産

計
建　物 行 政 財 産

問い合わせ先 財政課　☎（32）8889

地域づくり事業推進基金
4億4,995万円
地域づくり事業推進基金
4億4,995万円公共施設整備基金

5億4,784万円
公共施設整備基金

5億4,784万円

国民健康保険国民健康保険
財政調整基金財政調整基金

土地開発基金

高額療養費資金貸付基金

財政調整基金財政調整基金
18億8,052万円18億8,052万円

庁舎等整備基金庁舎等整備基金
14億9,162万円14億9,162万円

地域福祉基金
4億3,982万円

保健福祉施設整備基金
4億4,871万円

グリーン保存育成基金
595万円

3億7,185万円3億7,185万円

1,000万円

減債基金減債基金
32億3,163万円32億3,163万円

地域振興基金地域振興基金
15億7,744万円15億7,744万円

6億7,979万円

石橋駅周辺土地区画整理事業
129万円

仁良川地区土地区画整理事業
462万円

農業集落排水事業
24億5,374万円
農業集落排水事業
24億5,374万円

道の駅しもつけ基金
6,841万円

介護給付費準備基金

一般旅券印紙等購買基金
3億4,228万円

300万円

市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
都 市 計 画 税
合 計

322億1,978万円
公共下水道事業
67億6,873万円
公共下水道事業
67億6,873万円

一般会計
205億　21万円
一般会計
205億　21万円

24億9,119万円24億9,119万円
水道事業水道事業

地方債残高

基金残高
115億4,881万円
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期 日 前 投 票 所
●期日前投票所は下野市役所（新庁舎）へ集約されます。
※無料巡回バスを２日間運行しますので、ぜひご利用ください。

期日前投票所（新） 期日前投票所（旧）

下野市役所（新庁舎）
国分寺公民館

石橋庁舎プレハブ室
南河内公民館

●自治医科大学構内（教育・研究棟１階）に２日間、期日前投票所を設置します。
※�公職選挙法の一部改正（本年６月19日施行）による選挙権年齢の引き下げに対応し、18歳からの若年層への
選挙啓発、投票率向上を図るため、自治医科大学の協力を得て実施します。
下野市の選挙人名簿に登録されている方はどなたでも投票できますのでぜひご利用ください。ただし、衆議
院議員総選挙の場合は栃木県第１区（旧南河内町）の方のみとなりますのでご注意ください。

当日の投票所が変わる区
●下記の区域（通称）の方は、投票所が変わりますのでご注意ください。
※投票区は、通称（自治会等）の区域で区分していますので、住所の表記と異なる場合があります。
※選挙時に郵送で届く入場券（はがき）に記載されている投票所をよくご確認ください。

投票所（新） 投票所（旧） 投票区の区域　※通称で表記

第９ 石橋公民館 石橋庁舎プレハブ室 石橋上町、寿町、栄町一丁目、栄町二丁目、
石町、本町のうち住所が石橋の区域

第18 下野市役所（新庁舎） 国分寺公民館 仲町、小金井上町、関根井、笹原、箕輪、
小金井北

７月25日に任期満了を迎える参議院議員の選挙が７月に執行されます。
新庁舎開庁に伴い、期日前投票所が新庁舎ロビーに設置されます。また、当日投票所については第９投
票所の石橋庁舎プレハブ室は石橋公民館、第18投票所の国分寺公民館は下野市役所（新庁舎）へそれぞれ
変更になります。ご不便になる方もいらっしゃいますが、ご理解ご協力をお願いします。
●�参議院議員通常選挙の日程等については、本原稿作成時点で未定のため、詳細につきましては市のホー
ムページ、公示日前後発行予定の新聞折込みチラシ等でお知らせします。

新庁舎の駐車場利用について　�駐車場利用の際は、入庫時に発券機から駐車券を受け取り、投票所の係員
に駐車券を提示してください。割引処理をいたします。

■問い合わせ先　下野市選挙管理委員会　☎（32）８９１６

参議院議員通常選挙の投票所について

石橋公民館投票所

投票所の住所：下野市石橋416番地

下野市役所（新庁舎）投票所

投票所の住所：下野市笹原26番地

下
野
市
役
所
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市
風
土
記

新・下野市風土記

広
報
の
締
め
切
り
が
近
づ
い
て
い
る
今
、
熊
本
で
大
き

な
被
害
を
出
し
た
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
地
の
方
々

に
は
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
文
化
財
の
業
務
を
担

当
し
て
い
る
筆
者
に
は
、
熊
本
城
の
石
垣
が
崩
れ
、
大
天

守
の
瓦
や
鯱

し
ゃ
ち
ほ
こが
落
下
し
た
映
像
を
目
に
し
た
時
は
、
心

が
潰つ

ぶ

れ
る
思
い
で
し
た
。「
ま
さ
か
、
最
近
ま
で
文
化
庁

の
補
助
事
業
で
修
理
し
て
い
た
、
あ
の
熊
本
城
が
崩
れ
落

ち
る
と
は
」
と
の
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。「
武む

者し
ゃ

返が
え

し
」

と
呼
ば
れ
る
反
り
返
っ
た
石
垣
を
採
用
し
た
加
藤
清
正
と

「
高た

か

石い
し

垣が
き

」
と
呼
ば
れ
る
伊
賀
上
野
城
は
三
〇
㍍
も
の
高

い
石
垣
を
採
用
し
た
藤と

う

堂ど
う

高た
か

虎と
ら

。
両
者
は
日
本
の
歴
史
上

数
少
な
い
築
城
の
名
手
で
、
そ
の
清
正
に
縄
張
り
さ
れ
た

壮
大
な
熊
本
城
は
、
ま
さ
に
難
攻
不
落
の
名
城
で
し
た
。

藤
堂
高
虎
は
、
江
戸
城
、
二
条
城
、
宇
和
島
城
（
愛
媛

県
）
な
ど
の
ほ
か
、
天
和
三
年
（
一
六
一
七
）
日
光
東
照

宮
の
造
営
奉
行
も
務
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
京
都
南な

ん

禅ぜ
ん

寺じ

の

山
門
な
ど
の
建
築
も
手
が
け
ま
し
た
。

熊
本
城
の
大
天
守
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
西

南
戦
争
で
焼
け
落
ち
ま
し
た
が
、昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）

に
敷
地
は
史
跡
に
、
建
造
物
は
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
清
正
は
地
震
と
関
係
の
あ
る
歴
史
上
の
人
物
で
、

歌
舞
伎
「
桃も

も

山や
ま

譚
も
の
が
た
り」
や
落
語
の
「
地
震
加
藤
」
は
清
正

の
こ
と
で
す
。
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
九
月
五
日
に
発

生
し
た
慶
長
伏
見
地
震
の
時
、
石
田
三
成
の
讒ざ

ん

言げ
ん

で
秀
吉

の
怒
り
を
買
い
謹
慎
中
の
清
正
が
、
一
番
に
被
災
し
た
指し

月づ
き

伏
見
城
に
駆
け
つ
け
、
動
け
な
い
秀
吉
を
負
ぶ
っ
て
脱

出
し
謹き

ん

慎し
ん

が
解
か
れ
た
話
で
す
。実
際
に
は
清
正
は
当
時
、

大
阪
の
屋
敷
に
い
た
こ
と
が
残
さ
れ
た
書
状
か
ら
指
摘
さ

れ
て
お
り
、こ
の
話
は
創
作
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
被
災
直
後
に
秀
吉
の
家
来
や
大
阪
の
商
人
、
京
都

の
寺
社
が
窮
民
の
救
済
の
た
め
に
炊
き
出
し
を
行
い
、
仮

設
住
宅
な
ど
を
提
供
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
指し

月づ
き

伏
見
城
は
、
昨
年
6
月
に
京
都
府
の
発
掘
調

査
で
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
築
城
後
約
二
年
で

地
震
に
見
舞
わ
れ
倒
壊
し
、
廃
城
と
な
り
埋
め
ら
れ
た
た

め
、
幻
の
城
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
時
、

今い
ま

城し
ろ

塚つ
か

古
墳
（
大
阪
府
高
槻
市
）
は
地
崩
れ
を
起
こ
し
た

こ
と
が
発
掘
調
査
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
羽は

曳び
き

野の

市
の
誉こ
ん

田だ

御ご

廟び
ょ
う

山や
ま

古
墳
（
応
神
天
皇
陵
）
も
墳
丘
の
一

部
が
崩
れ
て
お
り
、
七
三
四
年
か
一
五
一
〇
年
の
内
陸
型

地
震
の
被
害
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
発
掘
調
査
で
記
録
に
残
さ
れ
て
い
な
い
台

地
の
記
憶
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
古
記
録
は
ど
う
し
て
も
政
治
・
経
済
の
中
心
地
で
あ

っ
た
関
西
地
方
中
心
の
も
の
と
な
り
ま
す
が
、
発
掘
調
査

で
記
録
に
無
い
災
害
の
記
録
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
栃
木
県
は
、
近
世
日
光
の
二
社
一
寺
の
完
成
以
降
記

録
が
増
え
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
は
公
卿
な
ど
の
日
記
の
よ

う
な
日
々
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
県
内
の
歴
史

資
料
に
よ
り
被
害
の
知
ら
れ
て
い
る
地
震
は
、
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
の
日
光
地
震
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
連
の

群
発
地
震
で
、
五
十
里
村
で
生
じ
た
山
崩
れ
が
川
を
塞ふ

さ

ぎ

五
十
里
湖
が
で
き
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
南
部
で

は
、
古
記
録
に
残
る
地
震
の
被
害
は
は
っ
き
り
と
わ
か
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
古
く
は
弘こ

う

仁に
ん

九
年
（
八
一
八
）
の
東

国
の
地
震
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。「
相
模
・
武
蔵
・
下
総
・

常
陸
・
上
野
・
下
野
国
、
震な

ゐ
ふ動
る
。」『
類る
い

聚じ
ゅ
う

国こ
く

史し

』
の

記
録
が
あ
り
ま
す
。
埼
玉
県
北
部
で
は
、
こ
の
時
の
被
害

が
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
栃
木
県
内
で
は
災

害
痕
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
埼
玉
県
で
被

害
後
に
そ
の
地
域
は
、
い
ち
早
く
復
興
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
竪
穴
住
居
跡
の
増
加
な
ど
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔

か
ら
日
本
人
は
何
度
も
天
災
に
負
け
ず
立
ち
上
が
っ
て
い

ま
す
。
熊
本
の
皆
さ
ん
も
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ

る
よ
う
に
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

参
考
文
献　

二
〇
一
三『
古
代
の
災
害
復
興
と
考
古
学
』高
志
書
院

文
化
財（
城
）は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

33
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平成28年度敬老会のお知らせ

敬老会とあわせて

「金婚夫婦を祝福する会」を
実施します

平成28年度
敬老会のお知らせ

■申し込み・問い合わせ先　高齢福祉課　☎（32）８９０４

次
の
と
お
り
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

9
月
16
日
㈮

　

午
前
9
時
～
11
時
30
分

■
会
場

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

　
（
大
松
山
運
動
公
園
内
）

■
内
容

　

式
典
、
演
芸
観
賞
な
ど

■
対
象
者

・�

75
歳
以
上
の
高
齢
者
（
平
成
28
年
12

月
31
日
ま
で
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
方
）

・�

金
婚
夫
婦
を
祝
福
す
る
会
へ
の
出
席

者■そ
の
他

　

バ
ス
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

詳
し
く
は
後
日
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

～
昭
和
41
年
12
月
31
日
に
婚
姻

届
を
提
出
し
、
継
続
し
て
50
年

を
迎
え
る
夫
婦
が
対
象
で
す
）

⑶�

市
が
行
う
金
婚
夫
婦
を
祝
福
す

る
会
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
方

■
申
込
期
間

　

6
月
１
日
㈬
～
７
月
29
日
㈮

「
必
着
」

■
申
込
方
法

　

各
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
高
齢

福
祉
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
「
金
婚
夫
婦

祝
福
会
参
加
申
込
書
兼
戸
籍
確
認

同
意
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

高
齢
福
祉
課
ま
で
郵
送
ま
た
は
直

接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

結
婚
以
来
50
年
の
永
き
に
亘
り
、

お
互
い
に
い
た
わ
り
合
い
、
励
ま

し
合
い
、
苦
楽
を
共
に
し
、
家
庭

の
隆
昌
に
尽
力
し
、
社
会
に
貢
献

し
て
き
た
ご
夫
婦
を
祝
福
し
ま
す
。

■
日
程

　

9
月
16
日
㈮

　
（
敬
老
会
の
式
典
時
）

■
会
場

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

　
（
大
松
山
運
動
公
園
）

■
対
象
者

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

⑴�

住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
り
本
市

の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
⑵�
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
結
婚
50
年
を
迎
え

る
方
（
※
昭
和
41
年
１
月
１
日
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

４
月
に
始
ま
っ
た
「
し
も
サ
タ
」Y

o
u
T
u
b
e

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
？

問
４

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
47
年
６
月
５
日

に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ

れ
た
「
国
連
人
間
環
境
会
議
」

を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を

受
け
て
６
月
５
日
を
「
世
界
環

境
デ
ー
」
と
定
め
て
お
り
、
日

本
で
は「
環
境
基
本
法
」が「
環

境
の
日
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

斎
場
使
用
料
補
助
金
に
つ
い
て

管
外
の
斎
場
（
火
葬
場
）
を

使
用
し
管
外
料
金
を
支
払
っ
た

場
合
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

ま
ず
管
外
料
金
を
全
額
支
払

っ
て
い
た
だ
き
、補
助
金
申
請
・

請
求
後
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

■
対
象
者

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
ま
た
は
斎

場
使
用
申
請
者
が
下
野
市
民
で

あ
る
こ
と

■
対
象
施
設

　

全
国
全
て
の
斎
場
で
の
火
葬

及
び
待
合
室
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

※
「
宇
都
宮
市　

悠
久
の
丘
」

「
小
山
聖
苑
」に
関
し
て
は
式
場
、

控
室
、
霊
安
室
等
も
補
助
対
象

に
な
り
ま
す
。

■
補
助
額

　

火
葬
に
つ
い
て
は
１
体
に
つ

き
５
８
，
８
０
０
円
、
待
合
室

に
つ
い
て
は
１
室
１
回
に
つ
き

１
６
，
５
１
０
円
を
限
度
に
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
式
場

等
に
つ
い
て
は
管
外
料
金
と
管

内
料
金
の
差
額
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

補
助
金
交
付
申
請
書
に
領
収
書

を
添
付
し
環
境
課
（
新
庁
舎
）

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

～
管
外
斎
場
～

○
石
橋
地
区
の
方
：
全
て
の
斎

場○
国
分
寺
・
南
河
内
地
区
の
方
：

小
山
聖
苑
以
外
の
斎
場

アスベスト被害への安全対策は万全ですか？
～建築物の解体・改造・補修を行う事業者へ～

建物には、断熱や耐火被覆のための吹付材が、天井や壁に使われ、その中
にアスベストが含まれていることがあり、アスベストが含まれた露出吹付材
などが、損傷・劣化して、大気中にアスベストの繊維が飛散すると、肺がん
や中皮腫などを引き起こす恐れがあります。
そのため、大気汚染防止法において、解体等工事の
受注者又は自主施工者は、建築物または工作物の解
体等を行うときは、あらかじめ特定建築材料の使用
の有無を調査することなどが義務づけられています。
また、特定建築材料が使用されている建築物等の解
体、改造、補修作業を行う際には、事前に都道府県
等に届出を行い、石綿飛散防止対策（作業基準の遵守）
を講じることが義務づけられています。

規制の対象となる作業

石綿を飛散させる原因となる建築材料が使用されている建築物又は工作物
を解体、改造、補修する作業が対象となります。
特定建築材料とは、吹付け石綿、石綿を含有する断熱材、保温材及び耐火被
覆材（石綿が質量の0.1％を超えて含まれているもの）のことです。

※なお、これらに該当しない、いわゆる石綿含有成形板等については、特定
建築材料とはなっていませんが、解体等の際、機械による破砕等を行うと石
綿が飛散するおそれがあるので、材料を薬液等で湿潤化して手ばらしによる
取り外しを行うなど、飛散防止に十分留意することが必要です。
（労働安全衛生法、石綿障害予防規則）

詳しくは、環境課ＨＰをご覧ください。
（環境課環境政策グループ　☎（32）8898）

環境課 32-8898
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し
も
つ
け
ク
イ
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【
正
解
は
】
よ
く
て
わ
り
ぃ
ー
ね
下
野
市　

詳
し
く
は
、
24
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
犬
猫
が
ご
近
所
か
ら
好
か
れ
る
た
め
に

誰
も
が
犬
猫
を
好
き
と
は
か

ぎ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
犬
猫
の
飼
い
方
は
誰
も
が

不
快
に
感
じ
ま
す
。

周
囲
の
人
か
ら
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
飼
い
主
は
責
任
と

自
覚
を
も
っ
て
犬
猫
を
飼
い
ま

し
ょ
う
。
近
隣
や
周
囲
の
人
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
楽

し
く
快
適
に
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
し

ま
し
ょ
う
。

■『
ふ
ん
』の
処
理
は
飼
い
主
の

責
任
で
す
。

散
歩
中
は
「
ふ
ん
」
を
片
付

け
る
道
具
を
携
帯
し
、必
ず「
ふ

ん
」
を
片
付
け
自
宅
で
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。
道
路
や
公
園
な

ど
、
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

猫
は
専
用
の
ト
イ
レ
を
用
意

し
、
決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

■『
お
し
っ
こ
』の
臭
い
に
も
気

を
つ
け
よ
う
。

「
ふ
ん
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
で
す
が
、「
お
し
っ
こ
」
の

臭
い
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

犬
の
「
お
し
っ
こ
」
が
臭
う
な

ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。「
お
し
っ
こ
」し
た
場
所
は
、

水
で
流
す
な
ど
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
を
す
る
と
、
人
に

か
み
つ
い
た
り
、
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
り
と
い
う
危
険
性
が

あ
り
、
み
ん
な
の
迷
惑
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
犬
猫
に
と
っ
て

も
、
交
通
事
故
な
ど
の
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

家
の
中
や
サ
ー
ク
ル
で
飼
っ

て
い
る
犬
で
も
、
カ
ミ
ナ
リ
や

花
火
な
ど
大
き
な
音
が
し
た
と

き
、
驚
い
て
外
に
飛
び
出
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
散
歩
の
時
は
リ
ー
ド
（
引
き

綱
）
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
猫
は
、
ご
近
所
へ
の
ふ
ん
尿

等
の
被
害
防
止
の
ほ
か
、
交
通

事
故
や
感
染
症
の
危
険
か
ら
守

る
た
め
に
も
、
屋
内
飼
育
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

■『
鳴
き
声
』『
に
お
い
』『
こ
う
傷

事
故
』に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
鳴
き
声
が
近
所
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
、
し
つ
け
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
飼
っ
て
い
る
場
所
、
そ
の
周

辺
を
常
に
清
潔
に
す
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
飼
い
犬
が
人
に
危
害
（
人
に

か
み
つ
く
等
）
を
加
え
た
場
合

は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

【
す
べ
て
の
方
へ
】

犬
猫
に
エ
サ
だ
け
与
え
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
飼
う
場

合
は
責
任
を
持
っ
て
、
他
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
正
し

く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

剪
定
枝
は
紙
ひ
も
か
麻
ひ
も

で
束
ね
て
！

ご
家
庭
で
剪
定
し
た
小
枝
に

つ
い
て
は
、
家
庭
ご
み
回
収
車

両
に
積
載
す
る
こ
と
や
清
掃
セ

ン
タ
ー
の
施
設
処
理
能
力
に
限

り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
回
収
で

き
る
サ
イ
ズ
を
限
定
し
て
い
ま

す
。小
枝
は
１
ｍ
位
に
切
り（
枝

の
太
さ
は
10
㎝
ま
で
）、
紙
ひ

も
や
麻
ひ
も
で
束
ね
て
行
政
カ

レ
ン
ダ
ー
の
「
小
枝
の
日
」
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、竹
は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

の
日
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

引
き
続
き
ご
み
減
量
化
と
分
別

収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。不

法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

最
近
、
ま
ち
の
中
や
山
林
、

河
川
な
ど
へ
の
不
法
投
棄
が
目

に
つ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
不
法

投
棄
は
大
き
く
分
け
て
、
道
路

上
や
集
積
場
付
近
に
家
庭
ご
み

な
ど
を
ポ
イ
捨
て
す
る
場
合
と
、

空
地
や
山
林
、
河
川
な
ど
に
粗

大
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
な
ど
を

捨
て
る
場
合
の
主
に
二
種
類
が

あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
不
法
投

棄
対
策
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
、

看
板
の
設
置
、
排
出
者
を
特
定

す
る
た
め
の
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
悪
質
な
も
の

は
警
察
と
連
携
し
て
処
置
を
と

っ
て
い
ま
す
。

再
生
資
源
の
集
団
回
収
に

協
力
し
ま
し
ょ
う

現
在
、
市
内
の
自
治
会
、
子

供
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
約
70
団
体

が
集
団
回
収
実
施
団
体
と
し
て

登
録
し
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。お

住
ま
い
の
地
域
で
集
団
回

収
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
、
地
域
の
取
り
組

み
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

・
回
収
し
て
い
る
資
源
は
古
紙

類
（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
）、

古
布
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
で
す
。

・
団
体
に
よ
っ
て
回
収
す
る
品

目
や
、
回
収
日
時
等
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
自
治
会
や
近
隣
の

人
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

結
婚
50
周
年
の
記
念
日
は
何
？　

①
結
婚
式　

②
赤
婚
式　

③
金
婚
式

問
５

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会

の
構
築
と
ゴ
ミ
の
減
量
化
の
た

め
、
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
『
譲
り
た
い
』『
譲

っ
て
ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
介
護
用
イ
ス（
ト
イ
レ
付
）木

製
・
愛
泉
幼
稚
園
制
服（
120
㎝

ブ
レ
ザ
ー
、ス
カ
ー
ト
、帽
子
）・

学
習
机
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
Ｏ
Ａ
椅
子
・
自
転
車
（
20
～

22
、
26
）・
鉄
棒
・
白
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
（
長
袖
120
㎝
）・
ス
ノ
ー

ブ
ー
ツ
（
女
児
19
㎝
）・
ブ
ー

ツ（
女
児
19
㎝
）・
子
供
用
靴（
男

児
19
㎝
）

・
祗
園
小
学
校
体
操
着（
130
㎝

以
上
）・
国
分
寺
小
学
校
体
操

着（
上
下
140
㎝
、150
㎝
）・
子
供

用
ス
ー
ツ（
男
児
130
㎝
）・
ジ
ュ

ニ
ア
シ
ー
ト（
背
も
た
れ
付
き
）

・
電
子
ピ
ア
ノ
（
ヤ
マ
ハ 

グ

ラ
ビ
ノ
ー
バ
）・
フ
ル
ー
ト
・

石
橋
幼
稚
園
制
服
（
男
児
120

㎝
）・
女
児
服
（
120
㎝
）・
男
児

服
（
110
㎝
）

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

みなさんの日々の環境に関する活動を、
より充実したものにするために、
しもつけ環境市民会議に参加しませんか？

～“ゆうがおグリーンネット”（しもつけ環境市民会議）は、
市民と環境活動団体と企業、行政をつなぐ『環境プラットホーム※』組織です。～

 会の目的 
下野市環境基本計画に掲げるめざす環境像「人と自然が調和し、歴史と文化のかおる心豊かな
環境のまち　しもつけ」の実現に向けて、市民、市民団体、事業者、市が、下野市自治基本条
例における市民の参加と協働の原則に基づき、環境保全ネットワークを構築し、活動に取り組
みます。

 構成組織 
自然環境部会 	  下野市自然に親しむ会、アベファクトリ
生活環境部会 	  下野市生活学校やよい会、栃木県環境美化協会下野支部
	  消費生活リーダー協議会、環境問題を考える会
	  下野市自然に親しむ会
企画調査研究部会 	  環境問題を考える会、下野市を元気にする会、アベファクトリ
広報部会 	  下野省エネ塾

 活 動 例 
「下野市自然に親しむ会」と「公民館」の協働プロジェクト
・環境省水生生物調査　（夏休み親子体験講座・親子自然観察会）
・しもつけ環境フェア（広報平成28年５月号掲載）

※私たちの目指す「環境プラットホーム」とは、
地域で活動されている環境団体や個人の個性や、それぞれの目的・ビジョンを、この「しもつ
け環境市民会議」に持ち寄り、気づき学び合う中で、個々の活動では成し得ないことを実現す
る方法を考え、協働により実行するネットワーク組織です。

詳しくは、しもつけグリーンネット（しもつけ環境市民会議）ホームページ
「http://www.city.shimotsuke.lg.jp/hp/kankyoukeikaku/top_1p.htm」をご覧ください。

ゆうがおグリーンネット通信
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健康増進課　☎（32）８９０５問い合わせ先

■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

■
募
集
期
間

　

６
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮

（
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
ご
本

人
あ
て
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

８
０
２
０
達
成
者
を

募
集
し
ま
す

　

満
80
歳
以
上
で
ご
自
分
の
歯
が

20
本
以
上
あ
る
方
を
表
彰
し
ま
す
。

（
小
山
歯
科
医
師
会
が
該
当
者
を

募
集
し
、
表
彰
し
ま
す
。）

■
応
募
資
格

　

審
査
日
に
お
い
て
満
80
歳
以
上

で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方

（
過
去
の
表
彰
者
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。）

■
事
前
審
査

　

応
募
者
に
は
、
事
前
審
査
（
無

料
）
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

必
ず
小
山
歯
科
医
師
会
の
会
員
の

歯
科
医
院
に
予
約
し
て
か
ら
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

「
８
０
２
０
達
成
者
の
審
査
」

と
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

６
月
１
日
㈬
～
８
月
12
日
㈮

お
知
ら
せ

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

し
も
つ
け
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、

健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組

む
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
制
度
で
す
。

　

健
診
の
受
診
、
健
康
づ
く
り
事

業
へ
の
参
加
、
日
々
の
運
動
や
食

習
慣
の
改
善
な
ど
、
決
め
ら
れ
た

健
康
目
標
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
、

ポ
イ
ン
ト
を
ク
リ
ア
さ
れ
た
方
に

記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
は
、
広
報
3
月
号
に
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
ま
た
、
健
康
増
進
課
や
市
内

各
公
民
館
（
4
館
）
等
に
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

募　
集

下
野
市
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
委
員
を
募
集

し
ま
す(

再
募
集)

■
内
容
　
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
施
策
、
保
健
計
画
の
策

定
、
各
種
健
診
・
健
康
教
育
・
保

健
事
業
等
の
推
進
に
つ
い
て
、
幅

広
く
意
見
・
助
言
を
い
た
だ
き
ま

す
。

■
任
期　

２
年
（
委
嘱
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
）

■
会
議
開
催
回
数　
年
２
回
程
度

■
報
酬　
日
額
3
，
０
０
０
円

■
応
募
資
格

①�

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
４
月

１
日
現
在
で
20
歳
以
上
の
方

②�

下
野
市
で
設
置
す
る
他
の
審
議

会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

③�

平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議
に

出
席
で
き
る
方

■
公
募
人
数　
１
名

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
、
F
A
X
、
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
い
た

し
ま
せ
ん
。

相　
　
　
　
談

病
態
別
栄
養
相
談

　

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

症
、
肥
満
な
ど
の
慢
性
疾
患
を
お

持
ち
の
方
に
対
し
て
、
病
態
別
栄

養
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
主
治
医
に
ご
相

談
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　
下
野
市
民
で

・�

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
な
ど
の
慢
性
疾
患
で
食
事
療

法
が
必
要
な
方

・�

そ
の
他
貧
血
、
肥
満
な
ど
食
生

活
で
お
困
り
の
方

※�

医
療
機
関
の
主
治
医
か
ら
の
紹

介
が
原
則
で
す
。

■
相
談
員　
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

■
日
程　
【
予
約
制
】

　

６
月
29
日
㈬

　

７
月
６
日
㈬

　

７
月
22
日
㈮

　

８
月
４
日
㈭

　

８
月
24
日
㈬

※
９
月
以
降
も
月
２
回
開
催

■
時
間　
午
前
９
時
～
11
時
の
間

で
１
時
間
程
度

■
場
所　
ゆ
う
ゆ
う
館

■
料
金　
無
料

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
③
　
市
で
は
金
婚
式
を
迎
え
た
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現

代
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
が
大
き
な

社
会
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
誰
に
も
相

談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応
す

る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ
と
で
、

今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で
も
軽
く
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程　
７
月
５
日
㈫

　

午
後
２
時
～
４
時

※�

相
談
日
の
6
月
28
日
㈫
ま
で
に

ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
場
所　
ゆ
う
ゆ
う
館

■
相
談
員　
精
神
科
医

■
料
金　
無
料

※�

相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健
師

が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

ま
す
。
相
談
ま
で
に
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

検　
　
　
　
診

が
ん
検
診
等
の
受
診
券

を
送
付
し
ま
し
た

　

が
ん
検
診
等
を
受
け
る
た
め
の

受
診
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

受
診
で
き
る
項
目
が
個
人
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
、
中
を
開
け

て
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
集
団
検
診
の
日
程
や
個

別
検
診
医
療
機
関
の
一
覧
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
健
康
増
進
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
を
受
診

さ
れ
る
国
民
健
康
保
険

以
外
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
へ

　

国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保

険
（
健
康
保
険
組
合
・
協
会
け
ん

ぽ
・
共
済
組
合
・
国
保
組
合
等
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

■
日
程　
６
月
13
日
㈪

※
偶
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間　
午
前
９
時
～
11
時

■
相
談
員　
心
理
士
・
看
護
師
・

保
育
士

■
会
場　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
り
か
ご
（
あ
お
ば
保
育
園
内
）

※�

「
ゆ
り
か
ご
」
を
初
め
て
利
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対
策

の
た
め
に
入
館
者
登
録
（
名
札

代
）
３
１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※�
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

育
児
相
談
・
母
乳
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

■
日
程　

　

６
月
30
日
㈭

　

７
月
14
日
㈭

※
月
1
回
実
施
予
定
。

■
受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分
～

11
時
（
実
施
は
11
時
30
分
ま
で
）

■
会
場　
ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
相
談
員　
保
健
師
・
助
産
師
・

管
理
栄
養
士
・
心
理
士

■
持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳

※�

受
付
順
に
ご
相
談
を
お
受
け
し

の
加
入
者
の
家
族
の
方
が
特
定
健

診
受
診
を
希
望
の
場
合
、
加
入
保

険
よ
り
発
行
さ
れ
る
「
特
定
健
康

診
査
受
診
券
」
が
必
要
で
す
。

　

申
し
込
み
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
で
該
当
の

医
療
保
険
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
受
診
で
き
る
健
診
機
関

　

集
団
検
診
で
も
受
診
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
集
団
検
診
申
込

み
時
、
受
診
券
を
お
手
元
に
用
意

し
お
電
話
く
だ
さ
い
。
健
診
受
診

時
に
は
、
必
ず
「
特
定
健
康
診
査

受
診
券
」「
保
険
証
」
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
忘
れ
た
場
合
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

加
入
す
る
医
療
保
険
に
よ
っ
て

自
己
負
担
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

　

な
お
、
加
入
保
険
に
よ
っ
て
は
、

集
団
検
診
で
は
対
応
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

歯
周
病
・
・
・

　
歯
を
失
う
原
因
の
一
位
！

　

歯
周
病
は
歯
を
支
え
て
い
る

組
織
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
病

気
で
す
。
成
人
の
歯
周
病
率
は

約
８
割
で
、
30
～
40
代
で
急
増

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
々
の

ケ
ア
が
と
て
も
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け

て
歯
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
み
が
き
残
し
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

歯
磨
き
後
、
鏡
で
歯
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
磨
き
残
し
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

②
歯
の
間
の
お
掃
除
も
忘
れ
ず
に

　

歯
の
間
は
む
し
歯
が
で
き
や

す
い
た
め
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ

ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

③
た
く
さ
ん
噛
も
う

　

唾
液
に
は
歯
や
口
の
病
気
を

防
い
で
く
れ
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
よ
く
噛
む
こ
と
で
唾
液
は

分
泌
さ
れ
る
の
で
一
口
で
30
回

を
目
標
に
噛
む
こ
と
を
意
識
し

ま
し
ょ
う
。

④
定
期
的
に
歯
科
医
院
に
行
こ
う

　

健
康
な
歯
ぐ
き
を
保
つ
た
め

に
も
、
歯
科
医
に
確
認
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

健
康
メ
モ

ち
ょ
こ
っ
と
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■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
集

団
検
診
に
て
特
定
健
康
診
査
を
受

診
し
た
方
を
対
象
に
、
結
果
説
明

会
を
下
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

健
診
の
結
果
を
手
渡
し
で
お
返

し
し
、
生
活
改
善
指
導
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

の
予
防
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

合
わ
せ
て
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
が
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
国
民
健
康
保
険
加
入
者
以

外
の
方
は
健
診
結
果
を
ご
持
参
頂

け
れ
ば
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
事
前
に
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
説
明
会
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
10
時
30
分

○
結
果
説
明
会
に
来
ら
れ
な
い
方

　

健
康
相
談
・
別
日
の
結
果
説
明

会
で
も
お
返
し
で
き
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○
特
定
健
康
診
査
受
診
者
以
外
で

健
康
相
談
ご
希
望
の
方

　

健
康
相
談
（
要
予
約
）・
結
果

説
明
会
に
て
健
康
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
健
康
相
談

　

必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

会
場
：
市
役
所
（
健
康
増
進
課
）

　

実
施
日
時
：
月
～
金
曜
日
（
土
・

　

日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

■検診結果の通知方法

集団検診 （きらら館・ゆうゆう館・南河内公民館・南河内東公民
館・グリーンタウンコミュニティセンターで受診）

個別検診
（医療機関で受診）

特定健康診査
（国民健康保険加入者）

特定健康診査
（社会保険加入者）

後期高齢者
健康診査

がん検診のみ
ヤング健診

特定健康診査、肺がん検診、
大腸がん検診、前立腺がん
検診、子宮頚がん検診

結果説明会にて返します 栃木県保健衛生事
業団から直接郵送 下野市から郵送 下野市から郵送

医療機関より返却
（子宮頚がんのみ下野市から
郵送）

健診結果説明会のお知らせ
〜健康診査を受診される方へ〜

■健診結果説明会の日程　( ６月～９月検診分)
集団検診 結果説明会

６月 6日 ㈪ きらら館 	７月	 20日 ㈬ きらら館
9日 ㈭ 南河内公民館 	７月	 21日 ㈭ 南河内公民館
15日 ㈬ ゆうゆう館 	７月	 27日 ㈬ ゆうゆう館
26日 ㈰ きらら館 	８月	 ８日 ㈪ きらら館
27日 ㈪ きらら館 	８月	 ９日 ㈫ きらら館

７月 9日 ㈯ きらら館 	８月	 22日 ㈪ スポーツ交流館
19日 ㈫ GTコミュニティセンター 	８月	 29日 ㈪ 生涯学習センター
23日 ㈯ きらら館 	９月	 ５日 ㈪ スポーツ交流館25日 ㈪ きらら館
28日 ㈭ きらら館 	９月	 ７日 ㈬ スポーツ交流館

８月 3日 ㈬ きらら館 	９月	 14日 ㈬ スポーツ交流館
19日 ㈮ ゆうゆう館 	９月	 30日 ㈮ ゆうゆう館
31日 ㈬ ゆうゆう館 	10月	12日 ㈬ ゆうゆう館

９月 2日 ㈮ 南河内公民館 	10月	13日 ㈭ 南河内公民館
7日 ㈬ ゆうゆう館 	10月	20日 ㈭ ゆうゆう館8日 ㈭ ゆうゆう館
14日 ㈬ ゆうゆう館 	10月	26日 ㈬ ゆうゆう館
18日 ㈰ ゆうゆう館 	10月	31日 ㈪ ゆうゆう館
20日 ㈫ GTコミュニティセンター 	11月	 ４日 ㈮ 生涯学習センター

■健康相談の予約・問い合わせ先　健康増進課　☎３２－８９０５
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教
室
・
講
座

個
別
健
康
教
育

（
糖
尿
病
）

　

個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等
に

合
わ
せ
た
健
康
教
育
を
行
い
ま
す
。

血
糖
値
が
気
に
な
る
方
や
生
活
習

慣
を
改
善
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
者
か
ら
「
食
事
へ
の
意
識

が
変
わ
っ
た
」「
今
後
も
継
続
し

て
い
き
た
い
」
と
の
感
想
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

８
月
～
平
成
29
年
３
月
の
う

ち
、
面
接
６
回
お
よ
び
血
液
検
査

４
回
（
面
接
日
は
、
受
講
者
の
ご

都
合
に
合
わ
せ
た
日
程
に
な
り
ま

す
。
血
液
検
査
は
指
定
日
と
な
り

ま
す
。）

■
対
象
者

　

健
康
診
断
を
受
診
し
、
次
の
①

②
③
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

①
空
腹
時
血
糖
110
～
139m

g/dl

②
随
時
血
糖
140
～
199m

g/dl

③�

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ　

5.6
～

6.4
％
（
N
G
S
P
値
）

※�

た
だ
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
お

よ
び
血
糖
値
を
下
げ
る
薬
を
内

服
し
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。

■
内
容

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
ア

ド
バ
イ
ス
で
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
予
定
と
調
整
し
な
が

ら
半
年
間
の
中
で
６
回
の
面
接
と

４
回
の
血
液
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

１
回
の
面
接
時
間
は
30
分
～
１
時

間
程
度
で
す
。

※�

血
液
検
査
は
石
橋
総
合
病
院
、

面
接
は
ゆ
う
ゆ
う
館
に
て
行
い

ま
す
。

※�

申
し
込
ま
れ
た
方
に
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
通
知
し
ま
す
。

■
初
回
面
接
日
時

　

８
月
１
日
㈪
・
４
日
㈭

※
希
望
の
日
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　

午
前
10
時
～
正
午

　
（
受
付
：
午
前
９
時
45
分
～
）

■
会
場　
市
役
所

■
費
用　

無
料
（
血
液
検
査
費
も

含
む
）

■
定
員　
10
名
程
度

■
申
込
期
限　
７
月
22
日
㈮

ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
講
座

　

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

　

�

～
体
と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
～

　

子
育
て
・
仕
事
・
家
事
と
家
族

の
た
め
に
毎
日
忙
し
く
過
ご
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
慌
し
い
生
活
の
中
で
自
分
の
身

体
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
か
？

　

日
頃
、
頑
張
っ
て
い
る
自
分
へ

の
ご
ほ
う
び
と
し
て
、
ヘ
ル
シ
ー

お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
、
自
分
を

見
つ
め
な
お
し
て
健
康
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
６
月
22
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
15
分

受
付
：
午
前
９
時
45
分
～

■
会
場　
き
ら
ら
館　

研
修
室

■
対
象
者　

下
野
市
民
の
30
・

40
・
50
歳
代
の
女
性
の
健
康
づ
く

り
に
興
味
の
あ
る
方

■
内
容

・�

ア
ラ
フ
ォ
ー
世
代　

こ
れ
か
ら

ど
う
生
き
て
い
く
？

・�

ヘ
ル
シ
～
お
や
つ
を
食
べ
な
が

ら
…

・�

し
な
や
か
な
美
し
い
か
ら
だ
作

り
（
バ
レ
ト
ン
）

■
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
運
動
可
能

な
服
装
、タ
オ
ル
、運
動
靴
、水
分
（
水

又
は
お
茶
）

■
定
員　
約
30
名

■
費
用　
無
料

■
申
込
み
締
切　
６
月
15
日
㈬

■
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
左
記

Q
R
コ
ー
ド
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

■健診結果説明会の日程　(10月～１月検診分)
集団検診 結果説明会

10月

４日 ㈫ GTコミュニティセンター 	11月	14日 ㈪ 生涯学習センター
17日 ㈪ ゆうゆう館 	12月	 １日 ㈭ ゆうゆう館
22日 ㈯ ゆうゆう館 	12月	 ８日 ㈭ ゆうゆう館28日 ㈮ ゆうゆう館

11月

７日 ㈪ ゆうゆう館 	12月	19日 ㈪ ゆうゆう館
10日 ㈭ 南河内公民館 	12月	22日 ㈭ 南河内公民館
13日 ㈰ ゆうゆう館 	12月	26日 ㈪ ゆうゆう館16日 ㈬ ゆうゆう館
21日 ㈪ 南河内東公民館 	１月	 ６日 ㈮ 南河内東公民館
28日 ㈪ ゆうゆう館 	１月	 12日 ㈭ ゆうゆう館

12月
２日 ㈮ ゆうゆう館 	１月	 16日 ㈪ ゆうゆう館
９日 ㈮ 南河内公民館 	１月	 19日 ㈭ 南河内公民館
11日 ㈰ ゆうゆう館 	１月	 23日 ㈪ ゆうゆう館

１月

13日 ㈮ ゆうゆう館 	２月	 23日 ㈭ ゆうゆう館
18日 ㈬ ゆうゆう館 	３月	 ２日 ㈭ ゆうゆう館
20日 ㈮ 南河内公民館 	３月	 ３日 ㈮ 南河内公民館
21日 ㈯ ゆうゆう館 	３月	 ６日 ㈪ ゆうゆう館
26日 ㈭ ゆうゆう館 	３月	 ９日 ㈭ ゆうゆう館
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【
新
玉
ね
ぎ
の
彩
り
サ
ラ
ダ
】

（
２
人
分
）

　

新
玉
ね
ぎ
…
中
１
／
２
個

　

絹
ご
し
豆
腐
…
１
／
２
丁

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
…
４
粒

　

乾
燥
わ
か
め
…
大
さ
じ
１
弱

　

プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
…
１
個

　

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
…
適
量

〈
作
り
方
〉

①
玉
ね
ぎ
を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し

て
、
5
分
ほ
ど
水
に
さ
ら
し
、

良
く
し
ぼ
る
。

②
乾
燥
わ
か
め
を
袋
の
表
示
を

目
安
に
水
で
も
ど
し
、
良
く
し

ぼ
る
。

③
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
１
／
４
に
切

り
、
チ
ー
ズ
は
適
当
な
大
き
さ

に
切
る
。

　

豆
腐
の
上
に
①
〜
③
を
の

せ
、
お
好
み
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

を
か
け
て
出
来
上
が
り
。

★
玉
ね
ぎ
を
選
ぶ
時
の

　
　
　
　
　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
★

　

皮
に
光
沢
が
あ
り
、
よ
く
乾

燥
し
、
実
の
し
ま
っ
て
い
る
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
芽
が
出

て
い
る
も
の
は
避
け
、
風
通
し

の
良
い
と
こ
ろ
に
保
存
す
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。

■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
家
の
み
そ
汁
測
っ
て

み
そ
！

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

　

み
そ
汁
や
漬
物
を
多
く
と
っ
て

い
る
と
、
塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
ず
1
ｇ
の
減
塩
を
目
指
し
て
、

ご
家
庭
の
み
そ
汁
に
ど
れ
位
の
塩

分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
測
定
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
場
所

　

６
月
８
日
㈬
き
ら
ら
館
研
修
室

　

７
月
８
日
㈮
南
河
内
公
民
館

■
実
施
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～

　

午
前
10
時
～

※�

測
定
・
説
明
に
30
分
い
た
だ
き

ま
す
。

■
定
員

　

各
時
間
帯
15
名
（
先
着
順
）

※�

前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
持
ち
物

　

み
そ
汁
ま
た
は
ス
ー
プ

（
100
㏄
以
上
を
タ
ッ
パ
ー
や
袋
に

入
れ
て
お
持
ち
下
さ
い
。）

※�

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
小
さ
じ

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

歩
く
ら
す

～
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
～

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

夏
コ
ー
ス

　

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
効
果

的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
を
学
び

ま
す
。

■
日
程　
（
２
日
間
コ
ー
ス
）

　

１
回
目　

６
月
27
日
㈪

　

２
回
目　

７
月
４
日
㈪

午
前
９
時
45
分
～
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

■
場
所　
ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　
下
野
市
民
で
健
診
を

受
診
し
た
方

■
定
員　
30
名

■
内
容

　

血
圧
測
定
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
話

と
実
践
（
室
内
・
屋
外
。
た
だ
し
、

雨
天
時
は
室
内
の
み
。）

■
持
ち
物

　

運
動
可
能
な
服
装
、
帽
子
、
タ

オ
ル
、
運
動
靴
、
室
内
用
運
動
靴
、

水
分
（
水
ま
た
は
お
茶
）

■
申
込
締
切

６
月
20
日
㈪

※�

高
血
圧
、
関
節
に
痛
み
が
あ
る

等
で
運
動
に
制
限
の
あ
る
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ア
ク
ア
サ
イ
ズ

～
プ
ー
ル
で
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
～

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

　

プ
ー
ル
を
利
用
し
た
運
動
は
、

関
節
に
負
担
を
か
け
ず
に
筋
肉
や

血
管
に
、
日
常
以
上
の
負
荷
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
健
康

づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
筋
力
が
付
き
、
代
謝
が

上
が
り
血
流
が
良
く
な
る
こ
と
で
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
冷
え
性
・
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
に
も
効
果
が
期
待
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
プ
ー
ル
で
運
動
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

１
回
目
：
６
月
23
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時
40
分

　

２
回
目
：
６
月
30
日
㈭

　

３
回
目
：
７
月
７
日
㈭

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
３
回
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

74
歳
以
下
の
下
野
市
民
で
基
本

的
な
健
診
を
受
診
し
て
い
る
方

　

な
お
、
疾
病
が
あ
り
、
主
治
医

の
指
示
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、

医
師
か
ら
の
運
動
指
導
提
供
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
場
所　
ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル

■
持
ち
物　
水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　
無
料
（
プ
ー
ル
の
使

用
料
も
含
む
）

■
定
員　
20
名

■
申
込
締
切

　

６
月
９
日
㈭

※�

６
月
以
降
は
９
月
、
11
月
、
１

月
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
程
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
改

め
て
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
先　
ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）1
1
2
2

食
中
毒
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

梅
雨
の
時
期
か
ら
夏
に
か
け
て

は
、
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
に
特
に

注
意
が
必
要
な
季
節
で
す
。
暖
か

く
湿
気
が
多
い
こ
の
時
期
は
、
食

中
毒
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
な
か
で
も
注
意
し
た
い
の
が
、

牛
肉
や
鶏
肉
な
ど
に
付
着
す
る

「
腸
管
出
血
性
大
腸
菌（
O
1
5
7
、

O
1
1
1
な
ど
）」や「
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
」な
ど
で
、
特
に
、
抵

抗
力
の
弱
い
方
は
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
細
菌
に
よ
る
食
中
毒

を
防
ぎ
、
食
品
を
安
全
に
食
べ
る

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ち
�
こ
�
と

レ
シ
ピ

ち
�
こ
�
と

レ
シ
ピ

ち
�
こ
�
と

レ
シ
ピ

ち
�
こ
�
と

レ
シ
ピ
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ほ
っ
と
♥
介
護
教
室
の

お
知
ら
せ

～
終
活
セ
ミ
ナ
ー
～

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
、
考
え
行
動
を
す

る
き
っ
か
け
作
り
の
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時

　

６
月
21
日
㈫

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ

う
館
会
議
室

■
対
象
者

　

下
野
市
在
住
の
方

■
内
容

　

介
護
保
険
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
・
後
見
制
度
・
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
・
終
活
に
つ
い
て

■
定
員　
30
名

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
締
切　
６
月
17
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み

な
み
か
わ
ち
・
こ
く
ぶ
ん
じ
・

い
し
ば
し

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
！

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち
☎（
44
）３
０
０
２

こ
く
ぶ
ん
じ
☎（
43
）１
２
２
９

い
し
ば
し
☎（
51
）０
６
３
３

「
し
も
つ
け
元
気
は
つ
ら
つ
体

操
」
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
ご
案
内

　
「
し
も
つ
け
元
気
は
つ
ら
つ
体

操
」
は
、
重
り
を
手
足
に
付
け

６
種
類
の
運
動
を
行
い
、
筋
力

や
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向
上
を
図
る

体
操
で
す
。

　

市
内
の
高
齢
者
が
元
気
に
な

る
た
め
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
ご
自
分
の
健
康
の
た

め
、
地
域
の
健
康
の
た
め
に
、
興

味
の
あ
る
方
、
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
！

■
日
時

　

第
１
回　

６
月
29
日
㈬

　

第
２
回　

７
月
６
日
㈬

　

第
３
回　

７
月
13
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

※�

３
回
す
べ
て
の
参
加
が
必
要

で
す
。

■
会
場　
市
役
所
２
０
３
会
議
室

■
対
象
者　
下
野
市
在
住
で
興

味
の
あ
る
方

■
内
容

・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

・
元
気
は
つ
ら
つ
体
操
の
流
れ

・
準
備
、
整
理
体
操
の
実
施

・
元
気
は
つ
ら
つ
体
操
の
実
施

・
体
力
測
定

■
定
員　
30
名

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
締
切
　
６
月
24
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

　
☎（
44
）１
１
１
８

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
ご
案
内

(

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業)

　

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い

方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
７
月
12
日
㈫

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
内
容

・
認
知
症
に
つ
い
て

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

■
定
員　
40
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い

る
介
護
者
交
流
会
の
お
知
ら

せ

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
交
流
と
情
報
交
換
の

場
と
し
て
、
第
７
回
介
護
者
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
昼
を

食
べ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
、
同

じ
立
場
の
仲
間
同
士
の
時
間
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
６
月
23
日
㈭

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

２
階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室

　
（
南
河
内
児
童
館
敷
地
内
）

■
対
象
者

　

現
在
、
認
知
症
の
方
を
介
護

し
て
い
る
方
（
ご
本
人
の
参
加

も
可
能
で
す
）

■
内
容　
情
報
交
換
他

■
参
加
費

　

お
弁
当
代
5
0
0
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

　
☎（
44
）１
１
１
８

下
野
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
み
な
み
か
わ
ち
業
務
委

託
募
集
要
項
配
布

　

下
野
市
で
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
み
な
み
か
わ
ち
の
運
営
を

行
う
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
項
の
配
布

　

６
月
１
日
㈬
～
22
日
㈬
ま
で
、

高
齢
福
祉
課
窓
口
で
配
布
し
ま

す
。（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
申
請
書
の
受
付

・
受
付
期
間

７
月
11
日
㈪
～
22
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

・
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
提
出
場
所

　

高
齢
福
祉
課

■
提
出
方
法

責
任
者
が
直
接
、
高
齢
福
祉
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
不
可
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎(

32)

８
９
０
４
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　自治医科大学の教授などが講師を務め、予防医療や最新医療について
わかりやすく教えてくれる ｢自治医科大学公開講座｣ が開催されます。
今年のメインテーマは『がんを学ぶ－予防・診断・治療－』です。
　昨年に引き続き下野市との連携事業として開催しますので、ぜひこの
機会にお申し込みください。
○会　場　自治医科大学構内　地域医療情報研修センター　大講堂　
○受講料　無料　
○受講定員　500 名
○申し込み　6 月 1 日（水）受付開始　※定員となり次第締切り
○申し込み先　　どちらからでもお申し込み可能です。
　①自治医科大学学事課　電話 0285(58)7044　
　　ホームページ http://www.jichi.ac.jp/extension/index.html
　　※ホームページからもお申し込みいただけます。
　②生涯学習文化課　電話 0285(32)8919　
　受付時間は、平日午前 8 時 30 分から午後 5 時です。
　本講座は、とちぎ県民カレッジ登録講座です。
○当日のお願い
　・会場には机のご用意はありませんので了承ください。
　・大きな会場のため、空調の微調整ができません。扇子や上着などをお持ちください。
○日程、演題、講師（全 5 日間のうち、3 日間受講された方には最終日に修了証書をお渡しします）

平成28年度自治医科大学公開講座のご案内
（がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン公開講座）

日 程 演　題 講　師 時　間

7/2
㈯

１ 生活習慣病とがん 自治医科大学
	 永井 良三 学長

午後1時30分～
　　　　2時45分

２ 総論：「がん」って何？ 臨床研究支援センター
	 北山 丈二 教授

午後3時～
　　　　4時15分

7/9
㈯

３ 膵がん・胆道がんの診断と治療
up-to-date

附属病院
	 佐田 尚宏 病院長

午後1時30分～
　　　　2時45分

４ がん対策と自治医大の取り組み 臨床腫瘍部
	 藤井 博文 教授

午後3時～
　　　　4時15分

7/16
㈯

５ 口の中にもがんができる
－口腔がんにならないために・なってしまったら－

歯科口腔外科学
	 森 良之 教授

午後1時30分～
　　　　2時45分

６ 肺がんの診断と治療 呼吸器外科学部門
	 遠藤 俊輔 教授

午後3時～
　　　　4時15分

7/23
㈯

７ 乳がんの診断と治療 一般外科学部門
	 藤田 崇史 准教授

午後1時30分～
　　　　2時45分

８ 子宮頸がんの診断と治療 産科婦人科学
	 藤原 寛行 教授

午後3時～
　　　　4時15分

7/30
㈯

９ 大腸癌で死なないために
－内視鏡のすすめ－

消化器内科学部門
	 山本 博徳 教授

午後1時30分～
　　　　2時45分

10 最先端のがん治療：重粒子線治療
について

中央放射線部
	 若月 優 教授

午後3時～
　　　　4時15分

※日程、演題、講師等は、都合により変更になる場合があります。

昨年の講座の様子
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マ
ン
ド
リ
ン
会
員
募
集

　
2
0
1
1
年
発
足
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
碧
空（
あ
お
ぞ
ら
）の
会
員
募

集
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
11
名
、

男
女
約
半
数
の
構
成
で
楽
し
く
学

ん
で
い
ま
す
。

　
マ
ン
ド
リ
ン
は
イ
タ
リ
ア
生
ま

れ
の
繊
細
な
楽
器
で
す
。
興
味
あ

る
方
は
器
具
一
式
手
持
ち
の
古
い

も
の
で
す
が
、
慣
れ
る
ま
で
無
償

で
お
貸
し
い
た
し
ま
す
。
お
仲
間

お
誘
い
の
う
え
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
練
習
日

　
原
則
第
２・
４
水
曜
日
、
午
後

２
時
か
ら
国
分
寺
公
民
館（
部
屋

は
都
合
で
変
わ
り
ま
す
。）

■
会
費

　
月
額
2
，1
0
0
円
。（
使
用
料・

コ
ピ
ー
等
を
含
む
。入
会
金
な
し
）

■
講
師

　
小
森　
久
美
子　
氏

■
申
し
込
み
先

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
碧
空
代
表

　
小
林
☎（
44
）３
３
４
８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎(

40)

０
９
１
１

加
入
し
て
ま
す
か
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
と
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
起
こ
る

様
々
な
事
故
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
者
の
傷
害
や
賠
償
責
任
な

ど
に
つ
い
て
補
償
す
る
保
険
で
す
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
個
人
、
団

体
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

る
前
に
加
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き

更
新
す
る
個
人
、
団
体
も
今
年
度

の
加
入
が
済
ん
で
い
る
か
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
保
険
の
加
入
方
法
や
内
容
に
つ

い
て
は
、
各
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
窓
口

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎（
40
）０
９
１
１

■
そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
窓
口

　
下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎（
43
）１
２
３
６

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
主
企
画
講
座

「
が
ん
を
知
ろ
う
」

　
「
が
ん
」は
ど
の
よ
う
に
生
じ
て

人
を
死
へ
導
く
の
か
。
そ
の
仕
組

み
を
知
り
、
自
身
の「
も
し
も
」に

備
え
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
と
内
容

　
6
月
21
日
㈫
10
時
～
正
午

　
が
ん
の
起
こ
る
要
因
と
機
序

　
6
月
28
日
㈫
10
時
～
正
午

　
が
ん
の
病
態
と
最
近
の
知
見

■
会
場

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定
員　
15
名（
先
着
順
）

■
講
師

　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
安
田　
眞
一　
氏

■
随
時
受
付
中

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎(

40)

０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

　
6
月
6
日
㈪

　
7
月
4
日
㈪

　
午
後
1
時
～
2
時

■
相
談
受
付

　
下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会（
パ
ソ
コ
ン

「
ア
ロ
マ
で
癒
し
の
傾
聴
サ

ロ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た

　
5
月
17
日
、
生
涯
学
習
情
報
セ

ン
タ
ー
に
て
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
高
橋
涼
子
さ
ん
に
よ
る
ハ

ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
取
り
入

れ
た
傾
聴
サ
ロ
ン
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
手
と
手
を
触
れ
合
う
こ
と

で
、
よ
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持

ち
で
互
い
の
話
を
聴
き
合
う
こ
と

が
で
き
る
、
と
大
変
好
評
で
し
た
。

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
主
催

事
業

「
山
の
子
・
海
の
子
交
流
キ

ャ
ン
プ
」
募
集

■
期
日　

　
8
月
8
日
㈪
～

　
　
　
10
日
㈬
２
泊
３
日

■
内
容

　
地
引
き
網
体
験・な
ぎ
さ
活
動・

砂
浜
活
動
・
野
外
調
理
・
友
情
の

集
い　
ほ
か

■
募
集
人
員

　

小
学
校
5
・
6
年
生　

約

1
2
0
名（
栃
木
80
名
・
茨
城
40

名
）

■
参
加
費　
１
０
，
8
0
0
円

　
（
バ
ス
代
・
食
事
代
等
含
む
）

※�

県
内
4
か
所
か
ら
バ
ス
の
送
迎

あ
り

〈
予
定
バ
ス
ル
ー
ト
〉

Ａ
コ
ー
ス（
往
路
）

　

�

○
矢
板
市
→
○
宇
都
宮
市
→
と

ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

Ｂ
コ
ー
ス（
往
路
）

　

�

○
栃
木
市
→
○
真
岡
市
→
と
ち

ぎ
海
浜
自
然
の
家

い
ず
れ
も
復
路
は
逆
コ
ー
ス

※�

○
印
４
か
所
の
み
が
発
着
点

（
駐
車
場
未
定
）

■
申
込
方
法

　
は
が
き
・
電
話
・
F
A
X
・
メ

ー
ル
で
直
接
施
設
へ
申
し
込
む

■
締
切　
7
月
4
日
㈪
必
着

　
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
バ
ス

の
コ
ー
ス
ご
と
に
抽
選
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　
〒
３
１
１
-１
４
１
２

　
茨
城
県
鉾
田
市

　
玉
田
3
3
6
-2

　
☎
０
２
９
１（
37
）４
０
０
４

　

０
２
９
１（
37
）４
０
０
８

　

kaihin-info@
tm

f.or.jp
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図書館インフォメーション

利用案内
■6月の図書館カレンダー
	 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

	 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

	 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

■開館時間
　午前９時～午後７時

■図書館ホームページ
　（蔵書検索・予約システム）
　http://www.library.
� shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
� com/shimotsuke/mb/

ＱＲコード

　　　南河内図書館　　　
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター 
６月11日㈯　午前10時30分～
絵本「ゴリラのおとうちゃん」 他
６月25日㈯　午後２時～
絵本「としょかんへいこう」 他
■読書会　
６月11日㈯　午前10時～
テキスト／杉本 鉞子 著「武士の娘」
■赤ちゃんといっしょ 
　　～ ママの笑顔が一番！～
6月16日㈭   午前10時30分～
講師：大垣玉枝先生（元こばと園園長）
対象：０歳児（生後２か月～）と保護者
定員：15組（※要申し込み／参加無料）
■人形劇団くぐつの人形芝居
６月18日㈯　午後2時開演
上演作品：たつのこたろう
場所：南河内公民館２階会議室
定員：80名（先着順／３歳以上向け）
■読んでみよう“広報しもつけ”（全４回）
目の不自由な方に、広報誌などを音声で伝
える音訳ボランティアの体験講座
日程：６月30日、７月７、14、21日（木曜日）
時間：午前10時～正午
講師：菊地 晶子 先生
定員：15名（※要申し込み／市内在住者優先）
場所：南河内公民館１階会議室

　　　石橋図書館　　　
◇石橋図書館蔵書点検のお知らせ◇
期間：６月21日㈫ ～ 25日㈯
返却はブックポスト（視聴覚資料は不可）
または南河内館・国分寺館にお願いします
■おはなし会　　午前10時30分～
６月４日㈯　「はははのはなし」 他
６月18日㈯　「こぶじいさま」 他
■読書会　
６月８日㈬　午前10時～
テキスト／井上 靖 著「姥捨」
■工作会「塩でボールを作ろう！」
６月12日㈰　午後２時～
定員：10名（先着順）
■乳幼児向けちいさなおはなし会　
６月20日㈪　 午前10時30分～
■古典文学講座「平家物語」
（第２回）「木曽最後」「二度懸」「敦盛最後」
６月26日㈰　午後２時～３時30分
■新聞コラム書き写しの会
６月27日㈪　午前10時～ 11時30分

　　　国分寺図書館　　　
■新聞コラム書き写しの会
６月３日㈮・17日㈮　 午前９時～
持ち物：筆記用具　　※見学できます
■食育講座・私の味噌汁、塩分濃すぎ？
６月４日㈯　午前10時～正午
講師：食生活改善推進員協議会 
定員：20名（※要申し込み）
■プロが教える写真の撮り方講座
６月11日㈯　午前10時～ 
講師：読売写真大賞事務局長
定員：20名（※要申し込み）
■お話ポケットの会のおはなし会
６月11日㈯　午後２時～ 
絵本「歯がぬけた」 他
■読書会　
６月18日㈯　午前10時～
テキスト／森崎 和江 著「遥かなる祭」
■図書館探検隊！
６月18日㈯　午後２時～ 
対象：小学生以下
定員：20名
■スタッフによるお楽しみ会
６月25日㈯　午前10時30分

図書館購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
質問 老いることはいやですか？(石)… 落合 恵子
不要な欲望から自分自身をできるだけ開
放してやろう。人生の景色がひろがる「生
涯現役」のための一冊。

ままならないから私とあなた（石）	…朝井リョウ
112日間のママ（南）	 …清水 健
幸せになる勇気（南）	 …岸見 一郎
小さな本の大きな世界（国）	 …長田 弘
辛夷の花（国）	 …葉室 麟
＜児童書＞
干したから（石）	 …森枝 卓士
わたしは樹木のお医者さん（石）	…石井 誠治
あいであ（南）	 …こうの あおい
ゆめみるひつじのおくりもの（南）	…刀根 里衣
あったかいな（国）	 …片山 健
霧のなかの白い犬（国）	 …アン・ブース
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館
どこでも貸出（貸出中は予約）が可能です

図書館講座や催し物については、図書
館ホームページでもご案内しています。
くわしくは各図書館におたずねください。
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

読書人

政治家や官僚、国会と政党、内閣や
財政、地方政治に選挙まで、16 テー
マを見開き 1 話・全 100 話の読み切
りで解説。（南）

新たに有権者となる若者に選挙権行
使に必要な知識と実践をＱ＆Ａ方式
で解説。選挙に関心の薄い若者に最
適の一冊。（石）

どうして選挙が大切なの？人がふた
りいれば、そこには政治が生まれる
からなんだ。ホンネで語り明かした
親子問答。（国）

きみがもし
選挙に
行くならば

古川 元久 著
集英社

18 歳からの
選挙Ｑ＆Ａ

全国民主主義
教育研究会 編
同時代社

政治のキホン
100

吉田 文和 著
岩波ジュニア新書

選挙ってなんだ
ろう !? 18 歳からの
政治学入門

高村 正彦・
島田 晴香 著
ＰＨＰ研究所

自民党副総裁・高村正彦衆議院議員
と AKB48・島田晴香さんが、選挙制
度や戦後の日本などについて対談し
た本。（南）

選挙の基本や、しくみ・問題について
わかりやすくまとめられ、各国の選
挙権年齢やメリット・デメリットに
ついても知り得ることができる。（石）

政治参加の機会の拡大は、日本の未
来をどう変えるのか？豊富なデータ
から投票行動や投票率をよみとき、
18 歳選挙権に対する期待と課題を考
察する。（国）

18 歳選挙権で政
治はどう変わる
か

飯田 泰士 著
昭和堂

よくわかる
選挙と政治

福岡 政行 監修
ＰＨＰ研究所

選挙についてしっかり学び、正しく知ってかしこい有権
者になろう。４巻まであり、１巻では、なぜ選挙権が
18 歳に引き下げられたか、選挙の種類と方法、議会の
しくみなどを紹介する。（国）

池上彰の
みんなで考えよう
18 歳からの
選挙　１～４

池上 彰 監修
文溪堂

今月のテーマ
18歳からの選挙権

選挙権年齢が18歳未満になりました。
少子高齢化、人口減少化が進む中、
若い世代が社会の一員としての自覚を
持つことが期待されます。『18歳選挙
権』は、“権利”を得ると同時に
“責任”を担うことでもあります。
選挙についてしっかり勉強して
一票を投じましょう。
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しもサタで検索してね！！
http://www.shimosata.com

＊毎日じゃないけどね！！

六つ子の末っ子くん（笑）

多摩のテーマパークで
初めまして土下座♥

みなさま、ユーチューブ「しもサタチャンネル」ご覧いただけておりますでしょうか～？
下野市民のみなさまもよく知っている自然豊かできれいな風景や楽しい場所などを全国に向け
て発信しています。だんだん暖かくなって来てお出かけするにはちょうど良い季節ですよね！市
外、県外からもたくさんの方々に足を運んでもらいたいのでこれからもどんどん下野市をPRして
いきますよ。
さて、今日は私達しもサタトリオのプライベートを少～し教えちゃいます。別に知りたくないっ
て・・・？まぁそう言わないでお付き合いください！
ぜひ、顔を覚えていただき、しもサタトリオが取材にお伺いしましたら快くご出演をお願いし
ます！

最近はまっているのが体が喜ぶ朝食作
り！お昼は外食で夜は食べたり食べな
かったりで不規則・・・
せめて朝だけは体に良い物を食べよう
と少し早起きして朝ご飯を作っていま
す。ちなみに写真のグラノーラとアッ
プルジュースは下野市のオーガニック
専門のお店で買いました。

最近は『人生初』をモットーに活動中！
テーマパーク、飲食店など初めての来
店、初めての体験を沢山しています。
アクティブだけど意外と出不精みっし
ーなので、今のうちにしか出来ないこ
と沢山やっておきたいと思います！夢
はバチカン市国のサン・ピエトロ大聖
堂でおもしろ写真を撮ること！アルプ
スでラクレットチーズを食べることで
す（笑）

多趣味！気になったら手を出さずにはいられま
せん！細かい作業や黙々と取り組めるものが大
好きで、ネイルアートやレジンクラフト等をや
っています。しかし、熱しやすく冷めやすいタ
イプ…。
そんな私が長く続けている趣味が「コスプレ」。
小学５年生の時に始めて今でも積極的に行って
います。下野市でもコスプレイベントってある
んですよ！実は、先日参加してきちゃいました！
どこかわかりますか～？？ (*¨*)

みきチン
（斉藤美貴）

みさみさ
（日暮美沙子）

みっしー
（渡辺美潮）



Shimotsuke

広報しもつけ　2016.6
25

音声の世界から映像の世界へ！
しもサタトリオが新たな一歩を踏み出しました。
今回は動画をどうやって作って投稿しているかをカンタンにご説明します！

「しもサタチャンネル」で検索♪
ユーチューブ内の検索で探すと一番上に出てきますよ！

↑（こちらのQRコードからもアクセスできます）

しもサタチャンネルのチャンネル登録をお願いします♪
https://www.youtube.com/channel/UCeynh4gWTs9hns4FV8rW6gw

私たちはペッパー特命課長と一緒
に下野市のＰＲ活動を行っていま
す。目標は下野市を「しもつけし」
と全国の人に読んでもらうこと！
仕事をテキパキこなすペッパー課
長ですが、実はおちゃめな一面
も・・・。
少しずつ動画でご紹介します！

何を取材するか、どう演
出をするか、その日の天
候や時間など様々な状況
に備えて、何パターンも
考えます。絵コンテをつ
くったりもします。

動画を切ったり、繋げた
り。音や字幕を追加して
見やすく面白い動画作り
を目指してます！編集
者の個性がでているか
も？！
そこも見所ですよ！

1.テーマを決め

3.編集をする 4.映像チェック

5.投稿&公開

2.素材を集め

チェック後ＯＫになった
動画をアップロード！
皆さまのところへお届
け！
タイトルに結構悩みます。

誤字や映像の不備がな
いかをチェック！
意外とここが重要なん
です！

テーマが決まったら撮影
をしに行きます。もちろ
ん撮影許可も忘れずに♪
カメラ・三脚・マイク‥
等
ラジオの時より荷物がち
ょっぴり多くなりました。

ホームページOPEN!
「しもサタどっとこむ」
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■
そ
の
他

○
参
加
に
必
要
な
も
の

・�

自
転
車

・�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
用
意
で
き
な

い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

・�

運
動
靴
（
濡
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
）

・
水
着

・
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ

・
ゴ
ー
グ
ル
（
必
要
に
応
じ
て
）

・
運
動
の
で
き
る
服
装

・�

飲
み
物
（
事
務
局
で
も
用
意

し
ま
す
が
、
ご
用
意
願
い
ま

す
。）

・
参
加
料
（
5
0
0
円
）

○�

教
室
参
加
中
の
事
故
や
け
が

等
に
お
け
る
補
償
に
つ
い
て

は
、
主
催
者
が
加
入
す
る
傷

害
保
険
内
の
み
の
補
償
と
な

り
ま
す
。

下
野
市
教
育
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

申
込
用
紙
を
直
接
持
参
す
る
か

郵
送
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎（
32
）８
９
２
０

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ｉ
ｎ
し
も
つ

け
ミ
ニ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
参
加
者
募
集

■
日
時　

　

７
月
９
日
㈯

　

受
付
：
午
前
８
時
30
分

　

開
会
：
午
前
９
時

　
（
閉
会
：
午
後
０
時
30
分
）

■
場
所　
大
松
山
運
動
公
園

■
対
象

○
小
学
４
年
生
以
上（
要
同
意
書
）

○
親
子
（
小
学
生
以
上
）

■
参
加
料　

１
人
5
0
0
円

　
（
傷
害
保
険
を
含
む
）

■
内
容

・
ミ
ニ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

・
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
教
室

・
水
辺
の
安
全
教
室

■
申
し
込
み
締
切

　

７
月
６
日
㈬
必
着

※
参
加
料
は
当
日
持
参
く
だ
さ

い
。

体
育
協
会

　
テ
ニ
ス
協
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
　
担
当 

井
上

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
、南
河
内
体

育
セ
ン
タ
ー
、国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か

の
窓
口
に
申
し
込
み
い
た
だ

く
か
、電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

　

tennis_m
urao@

nifty.com

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://scta.b.la9.jp/

第
11
回
下
野
市
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会
の
公
式

試
合
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
３
日
㈰

午
前
８
時
30
分
集
合

（
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
）

■
場
所　

国
分
寺
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

原
則
と
し
て
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
種
目　

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

全
種
目
下
野
市
代
表
選
手
選

考
の
対
象
と
し
ま
す

■
参
加
費　

2
︐
5
0
0
円

（
当
日
徴
収
）

Let’s SPORTS

■
申
し
込
み　

６
月
13
日
㈪
～

23
日
㈭
午
後
５
時
ま
で
。
キ
ャ

ン
セ
ル
の
場
合
は
、
速
や
か
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

下
野
市
春
季
レ
デ
ィ
ス
ダ

ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会
参
加

者
募
集

■
日
時　

　

６
月
24
日
㈮
午
前
８
時
30
分

集
合（
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
）

■
場
所　

国
分
寺
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

下
野
市
内
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
利
用
者

■
種
目　

ダ
ブ
ル
ス

■
参
加
費　

2
︐
5
0
0
円

（
当
日
徴
収
）

■
申
し
込
み

　

６
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮
午
後

５
時
ま
で
。

■
そ
の
他

　

ペ
ア
の
変
更
は
当
日
ま
で
受

け
付
け
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
セ
ル

は
で
き
ま
せ
ん
。

〈
共
通
事
項
〉

※
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
の
場

合
、
①
氏
名
②
所
属
③
住
所
ま

た
は
勤
務
先
④
連
絡
先
を
本
文

に
記
載
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。（
受
付
完
了
の
返
信
を
確

認
く
だ
さ
い
。）
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ゴ
ル
フ
協
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

☎（
44
）４
４
３
３

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
講
習
会

　

ゴ
ル
フ
入
門
の
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
30
分
程
度
の
練

習
で
コ
ー
ス
を
ラ
ウ
ン
ド
で
き

ま
す
。

■
日
時　
６
月
12
日
㈰
午
後
１

時
30
分
集
合

■
場
所

　

星
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
費
用　
無
料

■
定
員　
40
名

■
締
め
切
り　
６
月
11
日
㈯

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会

■
日
時　
７
月
６
日
㈬
午
前
８

時
30
分
ス
タ
ー
ト

■
場
所

　

鹿
沼
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
費
用

　

プ
レ
ー
代
7
︐
5
0
0
円

（
昼
食
+
パ
ー
テ
ィ
ー
込
み
）

／
参
加
費
2
︐
0
0
0
円

■
定
員　
1
5
0
名

■
締
め
切
り　
６
月
29
日
㈬

■
そ
の
他　
各
地
区
役
員
へ
の

申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

６
月
１
日
㈬
午
前
９
時
～

６
月
24
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
、
南
河
内
体

育
セ
ン
タ
ー
、
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
の

窓
口
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
申
込
書
は
各
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

・�

キ
ャ
ン
セ
ル
は
６
月
24
日
㈮

午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。

第
11
回
市
民
硬
式
卓
球
大

会
兼
県
民
ス
ポ
ー
ツ
代
表

選
考
会
を
開
催
し
ま
す

■
日
時　
７
月
24
日
㈰

午
前
９
時
集
合
９
時
30
分
開
始

■
場
所

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

市
在
住
／
在
勤
／
在
学
の
小

学
３
年
生
以
上
の
男
女

・�

県
民
ス
ポ
ー
ツ
代
表
選
考
対

象
者
は
市
内
在
住
18
才
以
上

の
学
生
及
び
社
会
人

■
種
目

・
ジ
ュ
ニ
ア
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

　
（
小
学
３
年
～
中
学
２
年
）

・
一
般
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

　
（
中
学
３
年
以
上
）

・
男
子
40
才
以
上
シ
ン
グ
ル
ス

・
女
子
35
才
以
上
シ
ン
グ
ル
ス

　
卓
球
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　
理
事
長
　
水
越

　

☎（
44
）２
３
８
２

　

午
後
10
時
～
11
時

第
11
回
市
民
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま

す■
日
時　
７
月
10
日
㈰

　

午
前
９
時
集
合 

　

午
前
９
時
30
分
開
始

■
場
所

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

■
対
象
者

　

市
在
住
／
在
勤
の
40
才
以
上

の
男
女

■
種
目

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
／
ダ
ブ
ル
ス

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
／
ダ
ブ
ル
ス

■
競
技
方
法

　

３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ(

11
本)

予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト

■
参
加
費

　

5
0
0
円
／
人

参
加
費
は
保
険
料
含
み
ま
す
。

大
会
当
日
に
徴
収
い
た
し
ま

す
。

※�

申
込
者
が
最
低
人
数
に
達
し

な
い
場
合
、
種
目
変
更
も
あ

り
得
ま
す
。

■
競
技
方
法

　

５
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
（
11
本
）

予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト

■
参
加
費

　

各
種
目
5
0
0
円

（
複
数
種
目
申
し
込
み
は
不
可
）

参
加
費
は
保
険
料
含
み
ま
す
。

大
会
当
日
に
徴
収
い
た
し
ま

す
。

■
申
し
込
み

　

６
月
１
日
午
前
９
時
～
７
月

１
日
午
後
５
時
ま
で
に
ス
ポ
ー

ツ
交
流
館
、
南
河
内
体
育
セ
ン

タ
ー
、
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
申
込
書
は
各
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

・�

キ
ャ
ン
セ
ル
は
７
月
１
日
㈮

午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　
県
民
ス
ポ
ー
ツ
代
表
選
考
対
象

一
般
男
子
ベ
ス
ト
８　

一
般
女
子
ベ
ス
ト
４

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

下
野
市
委
託
事
業

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

　

２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
年
齢
、

性
別
、
問
わ
ず
誰
で
も
簡
単
に

始
め
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　
７
月
２
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

大
松
山
運
動
公
園

（
雨
天
中
止
）

■
対
象　

下
野
市
在
住
在
勤

（
20
歳
以
上
）

定
員
20
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

一
人
7
0
0
円

（
当
日
徴
収
）
専
用
ポ
ー
ル
持

参
の
方
は
5
0
0
円
引
き

■
申
込
期
間

　

６
月
６
日
㈪
～
７
月
11
日
㈪

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
ク

ラ
ブ
窓
口

☎（
48
）５
４
０
１

　
（
土
・
日
曜
・
祝
・
祭
日
除
く
午

　

前
9
時
～
午
後
5
時
）

（
48
）５
３
８
５
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下
野
市
委
託
事
業

ビ
ギ
ナ
ー
水
泳
教
室
参
加

者
募
集

　

初
心
者
、
初
級
者
を
対
象
と

し
た
水
泳
教
室
で
す
。

■
日
時

Ａ
コ
ー
ス
：

　

７
月
13
日
～
８
月
３
日

Ｂ
コ
ー
ス
：

　

８
月
10
日
～
31
日

（
各
コ
ー
ス
４
回
）

※�

毎
週
水
曜
日
、
午
後
６
時
30

分
※
開
講
５
分
前
ま
で
に
着
替
え

て
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
集
合

■
場
所

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
小
学

生
以
上
お
よ
び
市
内
在
勤
者

■
申
し
込
み

　

６
月
15
日
㈬
よ
り
先
着
順
で

定
員
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

下
野
市
委
託
事
業

涼
し
い
那
須
平
成
の
森

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
日
時　
７
月
24
日
㈰

午
前
７
時
海
洋
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
出
発
、
午
後
５
時
帰
着
予
定

■
定
員　

35
名

■
申
し
込
み

　

６
月
15
日
㈬
よ
り
定
員
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。
23
名
未
満
の

場
合
は
中
止
が
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費

　

３
，
９
０
０
円
（
交
通
費
、

保
険
）
入
浴
料
自
己
負
担

■
コ
ー
ス
（
貸
切
観
光
バ
ス
）

　

那
須
I
C
〜
平
成
の
森

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
昼
食
）
〜

温
泉
入
浴
〜
千
本
松
牧
場
〜
鹿

沼
I
C

■
服
装　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ

イ
ル
、
滑
り
難
い
靴
、
手
袋
、

雨
具
（
ス
ト
ッ
ク
、
ス
パ
ッ
ツ

が
あ
る
と
便
利
で
す
。）

■
持
ち
物

　

お
弁
当
、
飲
物
、
敷
物
、
保

険
証
コ
ピ
ー

■
参
加
費
（
４
回
分
）

　

各
コ
ー
ス
1
，
5
0
0
円

■
定
員

　

各
コ
ー
ス
20
名

■
申
込
み
期
間 

　

６
月
22
日
㈬
よ
り
先
着
順
で

定
員
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集

　

夏
の
季
節
に
合
わ
せ
水
に
親
し

む
カ
ヌ
ー
漕
艇
教
室
を
開
講
し
ま

す
。
公
認
資
格
を
持
つ
専
門
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
安
全
で
親

切
な
漕
艇
講
習
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
７
月
８
日
～
８
月
26
日

（
講
習
６
回
、
補
習
２
回
計
８
回
）

※�

毎
週
金
曜
日
、
午
後
６
時
45

分
～
８
時
45
分

※�

開
講
５
分
前
ま
で
に
着
替
え

て
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
集
合

■
場
所　
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

■
対
象　
小
学
５
年
生
以
上
、

10
名
程
度
（
グ
ル
ー
プ
申
し
込

み
は
認
め
ま
せ
ん
。）

■
参
加
費
（
６
回
分
）

　

・
会
員
：
3
，
0
0
0
円

　

・
会
員
外
：
4
，
0
0
0
円

　
　
（
保
険
料
を
含
む
。）

■
持
ち
物　
水
着
、
ラ
ッ
シ
ュ

ガ
ー
ド
な
ど
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
飲

物
、
着
替
え

※
キ
ャ
ッ
プ
と
ゴ
ー
グ
ル
は
自
由

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
内
窓
口
で
申
込
書
に
参
加
費

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

担
当　

増
山

☎（
44
）０
８
４
９（
火
・
水
・
金

曜
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
）

Ｂ
＆
Ｇ
東
京
湾
海
洋
ア
カ
デ
ミ
ー
２
０
１
６
参
加
者
募
集

　

海
を
舞
台
に
活
躍
す
る
「
海

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
の

仕
事
の
重
要
性
や
魅
力
を
、
現

場
で
見
て
、
聞
い
て
、
体
験
す

る
青
少
年
育
成
事
業
で
す
。

　

全
国
か
ら
集
ま
る
仲
間
た
ち

と
、
普
段
は
体
験
で
き
な
い

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、

海
や
海
の
仕
事
へ
の
知
識
を
深

め
、
海
と
自
分
の
将
来
に
つ
い

て
考
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
海
で
遊
び
、
海
を
学
び
、

海
を
守
れ
る
大
人
に
な
ろ
う
！

■
日
時

○�

Ａ
行
程

　

７
月
26
日
㈫
～
30
日
㈯

○�

Ｂ
行
程

　

８
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮

■
場
所

　

神
奈
川
県
（
横
浜
市
、
横

須
賀
市
、
鎌
倉
市
、
三
浦
市
）、

東
京
都
（
新
宿
区
、
文
京
区
）

■
対
象

　

小
学
校
５
年
生
～
中
学
校
３

年
生
の
男
女

■
定
員

　

各
行
程
40
名

■
申
込
期
間

　

５
月
13
日
㈮

　

～
６
月
24
日
㈮

■
内
容

○�

Ａ
行
程　

海
上
保
安
官
体
験
、

造
船
業
体
験
、
海
洋
研
究
体

験
、
水
産
業
体
験
な
ど

○�

Ｂ
行
程　

海
運
業
体
験
、
海

上
自
衛
官
体
験
、
造
船
業
体

験
、
水
産
研
究
体
験
な
ど

■
参
加
費

　

１
名
あ
た
り

　

3
2
︐
0
0
0
円

　
（
４
泊
５
日　

12
食
付
）

■
申
し
込
み

①�

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

　

http://w
w
w
.bgf.or.jp

　
（�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
に

も
用
意
が
あ
り
ま
す
）

②�

必
要
事
項
を
記
入
し
、
取
扱

旅
行
代
理
店「
㈱
日
本
旅
行
」

に
郵
送
（
郵
送
先
は
申
込
書

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
事
業
部
事
業
課

　

☎
03（
６
４
０
２
）５
３
１
３

　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
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一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

月 火 水 木 金 土 日
6/1 2 3 4 5

ヤング健診とフッ素塗布
（5.15）

6 7 8 9 10 11 12
パソコン基本
操作相談窓口
（6.21）

みそ汁塩分測
定会（6.18）
司法書士無
料法律相談
（6.42）

がん患者と家
族のサロン
（6.35）

スナッグゴルフ講習会
（6.27）

13 14 15 16 17 18 19
子育て巡回相
談（6.15）

病態別栄養相
談（6.14）
身体障がい者
巡回相談
（6.40）

栃木県民の日
（5.14）

20 21 22 23 24 25 26
ほっと♥介護
教室（6.19）
自主企画講座
「がんを知ろ
う」（6.21）

ヘルシーライ
フスタイル講
座（6.17）

第4回名作映
画祭（6.30）
行政書士無料
専門相談
（6.42）

レディスダブ
ルステニス大
会（6.26）

27 28 29 30 7/1 2 3
自主企画講座
「がんを知ろ
う」（6.21）

育児相談・母
乳相談（6.15）

ノルディックウォーキン
グ教室（6.27）

ダブルステニス大会
（6.26）

4 5 6 7 8 9 10
パソコン基
本操作相談
（6.21）

こころの健康
相談（6.15）

病態別栄養相
談（6.14）
チャリティー
ゴルフ大会
（6.27）

みそ汁塩分測
定会（6.18）

ミニトライアスロン大会
（6.26）

市民ラージボール卓球大
会（6.27）

11 12 13 14 15 16 17
認知症サポー
ター養成講座
（6.19）

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん
（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

誕生日のみんな！
おめでとう

空き店舗活用事業奨励金…P31

男女共同参画…P33

雇用奨励金交付制度…P35

在学奨学生募集…P41

ホストファミリー大募集…P42

いおんくん

じゅんくん
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イ
ベ
ン
ト

第
４
回
名
作
映
画
祭

7/23
　

古
き
良
き
洋
画
作
品
の
上
映
と
、

映
画
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

第
一
部
「
中
西
俊
博　

映
画
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
」

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ッ

プ
ス
と
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍

中
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
中
西
俊

博
さ
ん
に
よ
る
映
画
音
楽
コ
ン
サ

ー
ト
で
す
。

演
奏
曲
：
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の
雨
傘
、

ひ
ま
わ
り
、
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
パ
ラ

ダ
イ
ス
他
。

ピ
ア
ノ
：
k
e
i
k
o

第
二
部
「
ひ
ま
わ
り
」

上
映

　

ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
主
演
の

ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
映
画
で
す
。

■
日
時

　

7
月
23
日
㈯

　

午
後
１
時
開
演

■
場
所　

グ
リ
ム
の
館

■
入
場
料　

前
売
券
１
，0
0
0
円

■
前
売
券
取
扱
所

　

グ
リ
ム
の
館
、
市
内
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
館

　

☎（
52
）1
1
8
0

お
知
ら
せ

ご
寄
附
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

　

海
老
原
逸
子
様
か
ら
、
金
1
万

円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

し
も
つ
け
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
会
長　

川
中
子　

隆
様
）
か
ら
、

金
10
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

小
山
農
業
協
同
組
合
様
か
ら
、

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
4
7
8
枚
と

図
書
カ
ー
ド
2
5
0
枚
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
校
に
て
、
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
し
ま
す

　

審
議
会
委
員
選
挙
に
伴
い
、
選

挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

■
縦
覧
場
所　

区
画
整
理
課

■
期
間

　

６
月
９
日
㈭
～
６
月
22
日
㈬

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

区
画
整
理
課

　

☎（
32
）8
9
1
0

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委

員
選
挙
の
お
知
ら
せ

　

仁
良
川
第
一
地
区
審
議
会
は
委

員
の
任
期
が
７
月
28
日
に
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
審
議
会
委
員
選

挙
を
行
い
ま
す
。

■
選
挙
日　

７
月
24
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先

　

区
画
整
理
課

　

☎（
32
）8
9
1
0

　

５
月
６
日
㈮
に
花
の
木
の
三
丁

目
旧
テ
ー
マ
館
に
「
こ
ど
も
の
広

場
い
し
ば
し
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
「
こ
ど
も
の
広
場
い
し
ば
し
」

は
、
児
童
館
に
準
じ
る
施
設
と
し

て
、
児
童
館
同
様
に
、
18
歳
未
満

の
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
に

集
え
る
施
設
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
遊
び
の
場
と
遊

び
を
提
供
し
、
心
身
と
も
に
健
や

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

　

下
校
後
の
小
学
生
が
楽
し
め
る

遊
び
や
、
１
歳
５
か
月
～
３
歳
児

の
親
子
が
楽
し
め
る
親
子
教
室
な

ど
、
た
く
さ
ん
行
事
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

　

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
の
広
場
い
し
ば
し
利
用
案
内

■
所
在
地

　

花
の
木
三
丁
目
８
番
21
号

■
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
休
館
日　

日
曜
・
祝
日
・
年
末

年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

　

☎（
52
）１
１
２
９

６
月
行
事
予
定

○
小
学
生
向
け
（
下
校
後
）

・
プ
ラ
板
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り

（
第
２
、
第
４
月
曜
日
）

・
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

８
日
㈬
、
15
日
㈬

○
親
子
向
け

・
親
子
教
室

７
日
㈫
、
14
日
㈫
、
28
日
㈫

※
行
事
日
以
外
は
、
自
由
遊
び
を

行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

「
こ
ど
も
の
広
場
い
し
ば
し
」オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

■
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎（
32
）8
9
0
3

石橋小学校

大松山
運動公園

こどもの広場
いしばし

国
道
４
号
線

県
道
46
号
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お
店
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
へ

～
ま
ち
な
か
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
を
創
設
し
ま
し
た
～

　

市
で
は
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い

を
再
生
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
店
舗
を
営
む
方
又

は
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
営
業
を

開
始
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
が
お

店
の
機
能
を
維
持
し
、
又
は
向
上

さ
せ
る
た
め
の
改
装
、
改
修
、
改

装
に
付
随
す
る
設
備
の
設
置
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
対
象
店
舗

・
小
金
井
駅
・
自
治
医
大
駅
・
石

橋
駅
か
ら
概
ね
1
・
5
km
以
内
の

下
野
市
に
所
在
す
る
店
舗

・
店
舗
面
積
が
1
0
0
0
㎡
以
下

■
対
象
者

・
指
定
事
業
を
営
む
個
人
又
は
登

記
簿
上
の
本
店
の
所
在
地
が
市
内

に
あ
る
法
人

・
風
俗
営
業
等
の
規
制
お
よ
び
業

務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
風
俗
営
業
以
外
の
業
務
を

営
む
者

・
市
税
お
よ
び
公
共
料
金
（
上
下

水
道
料
等
市
に
納
付
す
べ
き
も

の
）
を
完
納
し
て
い
る
者

・
市
民
の
生
活
の
安
全
お
よ
び
平

穏
を
確
保
す
る
こ
と
を
阻
害
す
る

お
そ
れ
の
な
い
者

・
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
者

■
対
象
事
案
（
条
件
）

・
工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
営

業
を
開
始
す
る
こ
と

・
営
業
開
始
後
、
継
続
し
て
１
年

以
上
店
舗
を
活
用
し
営
業
を
継
続

す
る
こ
と

・
対
象
者
が
自
ら
工
事
関
連
資
材

を
購
入
し
、
施
工
す
る
改
装
等
で

な
い
こ
と

・
改
装
等
に
要
す
る
経
費
が
20
万

円
（
消
費
税
等
除
く
）
以
上
で
あ

る
こ
と

・
新
規
出
店
者
の
場
合
、
市
内
で

営
業
し
て
い
る
店
舗
を
閉
鎖
し
若

し
く
は
出
店
後
閉
鎖
す
る
予
定
で

な
い
こ
と

・
単
に
設
備
等
の
修
繕
を
す
る
も

の
で
な
い
こ
と

■
補
助
率
お
よ
び
限
度
額

〇
空
き
店
舗
開
業
者

　

補
助
率　

1
/
2

　

補
助
限
度
額　

1
0
0
万
円

〇
既
存
店
舗
営
業
者

　

補
助
率　

1
/
3

　

補
助
限
度
額　

50
万
円

■
指
定
業
種
（
日
本
標
準
産
業
分

類
に
よ
る
）

39
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、
40
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
付
随
サ
ー
ビ
ス
業
、
56

各
種
商
品
小
売
業
、
57
織
物
・
衣

服
・
身
の
回
り
品
小
売
業
、
58
飲

食
料
品
小
売
業
、
59
機
械
器
具
小

売
業
、
60
そ
の
他
の
小
売
業
、
70

物
品
賃
貸
業
、
71
学
術
・
開
発
研

究
機
関
、72
専
門
サ
ー
ビ
ス
業（
他

に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）、
73
広

告
業
、
74
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
（
他

に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）、
75
宿

泊
業
、
76
飲
食
店
、
77
持
ち
帰
り
・

配
達
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、78
洗
濯
・

理
容
・
美
容
・
浴
場
業
、
79
そ
の

他
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
81
学

校
教
育
、
82
そ
の
他
の
教
育
、
学

習
支
援
業
、
83
医
療
業
、
84
保
健

衛
生
、
85
社
会
保
険
・
社
会
福
祉
・

介
護
事
業
、
91
職
業
紹
介
・
労
働

者
派
遣
業
、
92
そ
の
他
の
事
業
サ

ー
ビ
ス
業
、
95
そ
の
他
の
サ
ー
ビ

ス
業

■
申
請
方
法

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
交
付
申
請
の
前
に
、

資
格
認
定
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

着
工
前
に
受
給
資
格
認
定
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
、

補
助
金
受
給
資
格
者
の
認
定
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
や
認
定
後
の
手
続
き

等
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
32
）8
9
0
7

　

市
で
は
市
内
商
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
空
き
店
舗
活
用
事
業
奨

励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

下
野
市
内
に
出
店
を
お
考
え
の

事
業
者
の
皆
様
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

■
空
き
店
舗
と
は

　

か
つ
て
事
業
の
用
に
供
さ
れ
、

そ
の
後
、
移
転
や
閉
店
等
に
よ
り

閉
鎖
さ
れ
、
３
か
月
以
上
事
業
の

用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
店
舗 

■
交
付
額

・�

事
業
を
開
始
し
た
月
か
ら
１
年

間
に
限
り
、
対
象
物
件
に
係
る

賃
借
料
（
敷
金
、
礼
金
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
除
く
。）

の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

・
限
度
額
は
60
万
円

・
奨
励
金
は
６
か
月
ご
と
に
交
付 

■
対
象
区
域　
　

市
内
全
域

■
認
定
の
要
件

・
市
内
に
お
い
て
空
き
店
舗
を
賃

借
し
て
事
業
を
開
始
す
る
方

・
１
年
以
上
営
業
を
継
続
で
き
る

方・
風
俗
営
業
等
の
規
制
お
よ
び
業

務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
風
俗
営
業
以
外
の
業
務
を

営
む
方

・
市
税
お
よ
び
公
共
料
金
（
上
下

水
道
料
等
市
に
納
付
す
べ
き
も

の
）
を
完
納
し
て
い
る
方

・
市
民
の
生
活
の
安
全
お
よ
び
平

穏
を
確
保
す
る
こ
と
を
阻
害
す
る

お
そ
れ
の
な
い
方 

■
申
請
方
法

　

奨
励
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
交
付
申
請
の
前
に
、

資
格
認
定
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

事
業
開
始
後
２
か
月
以
内
ま
で

に
受
給
資
格
認
定
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
提
出
し
、
奨
励
金

受
給
資
格
者
の
認
定
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
や
認
定
後
の
手
続
き

等
詳
細
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
32
）8
9
0
7

くらしの情報

空
き
店
舗
活
用
事
業

奨
励
金
を
ご
活
用
く

だ
さ
い

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職
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若
年
者
納
付
猶
予
制
度

◎
30
歳
未
満
の
方
（
学
生
を
除

く
）
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
（
全

額
免
除
の
所
得
基
準
と
同
じ
）

で
あ
る
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
は
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

◎
保
険
料
の
一
部
を
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
残
り
の
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

一
部
納
付
は
３
種
類
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
額
と
年
金
額

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

問い合わせ先
市民課　☎（32）8895
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

経
済
的
な
理
由
等
で
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
「
保

険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

所
得
額
に
よ
り
全
額
免
除
、
若

年
者
納
付
猶
予
及
び
一
部
納
付

に
分
か
れ
ま
す
の
で
、
窓
口
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全
額
免
除
制
度

◎
申
請
者
ご
本
人
と
配
偶
者
及

び
世
帯
主
の
方
の
所
得
が
基
準

の
範
囲
内
で
あ
る
場
合
、
保
険

料
の
全
額
（
平
成
28
年
度
・
月

額
１
６
，２
６
０
円
）
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

　

全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
を
１

と
す
る
と
、
年
金
受
給
額
が
１
／

２
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

の
計
算
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
４
分
の
１
納
付
（
４
，０
７
０
円
）

　

→
年
金
額
５/

８

・
半
額
納
付
（
８
，１
３
０
円
）

　

→
年
金
額
６/

８

・
４
分
の
３
納
付
（
１
２
，２
０
０
円
）

　

→
年
金
額
７/

８

※
上
記
納
付
額
は
平
成
28
年
度

納
付
額
で
す
。

※
一
部
納
付
制
度
は
、
納
付
す

べ
き
保
険
料
を
納
付
さ
れ
な
い

場
合
、
そ
の
期
間
の
一
部
免
除

が
無
効
（
未
納
と
同
じ
）
と
な

り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
将
来
の

老
齢
基
礎
年
金
の
額
に
反
映
さ

れ
ず
、
ま
た
、
障
が
い
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生
じ

た
場
合
に
、
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い

○�

２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
等
の

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
、

万
一
の
際
に
障
害
年
金
な
ど

を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年

所
得
に
つ
い
て
審
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○�
ま
た
、
世
帯
主
や
配
偶
者
が

い
る
方
は
、
世
帯
主
と
配
偶

者
の
所
得
も
審
査
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
本
人
の

所
得
が
少
な
い
場
合
で
も
、

免
除
等
が
承
認
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
若
年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て

は
、
世
帯
主
の
所
得
審
査
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

　

７
月
か
ら
平
成
29
年
６
月
ま

で
の
期
間
の
免
除
等

■
申
請
の
受
付

　

７
月
１
日
㈮
か
ら

そ
の
ほ
か
、
保
険
料
の
納
付
期

限
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な

い
期
間
（
申
請
時
点
か
ら
２
年

１
か
月
前
ま
で
の
期
間
）
に
つ

い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除

等
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
年
金
手
帳

　

失
業
し
た
場
合
は
、

　

�

雇
用
保
険
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証

※
公
務
員
は
退
職
の
辞
令

■
申
請
先

　

市
民
課

全
額
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予

と
な
る
所
得
の
「
め
や
す
」

　

前
年
の
所
得
が
以
下
の
計
算

式
で
計
算
し
た
金
額
の
範
囲
内

で
あ
る
こ
と

（
扶
養
親
族
の
数
+
１
）
×
35
万

円
+
22
万
円

※
平
成
27
年
７
月
か
ら
平
成
28

年
６
月
分
の
申
請
に
つ
い
て
は

前
々
年
（
平
成
26
年
）
の
所
得

で
審
査
を
行
い
ま
す
。

一
部
納
付
と
な
る
所
得
の
「
め

や
す
」

　

前
年
所
得
が
以
下
の
計
算
式

で
計
算
し
た
金
額
の
範
囲
内
で

あ
る
こ
と

○
４
分
の
１
納
付

→
78
万
円
+
扶
養
親
族
等
控

除
額
+
社
会
保
険
料
控
除
額

等○
半
額
納
付

→
1
1
8
万
円
+
扶
養
親
族

等
控
除
額
+
社
会
保
険
料
控

除
額
等

○
４
分
の
３
納
付

→
1
5
8
万
円
+
扶
養
親
族

等
控
除
額
+
社
会
保
険
料
控

除
額
等

※
平
成
27
年
７
月
か
ら
平
成
28

年
６
月
分
の
申
請
に
つ
い
て

は
、
前
々
年
（
平
成
26
年
）
の

所
得
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
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■
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す

　

６
月
30
日
㈭
ま
で
、
男
女
共

同
参
画
の
啓
発
を
目
的
と
し
た

パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
展
示
場
所
】
下
野
市
役
所
・
南

河
内
図
書
館
・
石
橋
図
書
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）８
８
８
７

イ
ベ
ン
ト
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くらしの情報

■
つ
ど
い
の
ご
案
内

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え

る
「
と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
誘

い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
25
日
㈯

　

午
前
10
時
～
活
動
団
体
の
事

例
発
表

　

午
後
１
時
～
式
典
・
講
演
会

■
講
師　

水
無
田
気
流
氏
（
詩

人
・
社
会
学
者
、
立
教
大
学
社

会
学
部
兼
任
講
師
）

■
場
所　

パ
ル
テ
ィ　

と
ち
ぎ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
宇

都
宮
市
野
沢
町
４

−

１
）

※
入
場
無
料
・
事
前
申
込
み
と

な
り
ま
す
。（
託
児
あ
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
人
権
・
青
少
年
男
女

参
画
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
０
７
４

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

の
公
布
・
施
行
日
で
あ
る
6
月
23

日
か
ら
の
1
週
間
は
、「
男
女
共

同
参
画
週
間
」
で
す
。

男
性
と
女
性
が
、
お
互
い
を
尊

重
し
あ
い
、
家
庭
生
活
、
職
場
、

学
校
教
育
、
地
域
活
動
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
、
性
別
に
と
ら
わ

れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
発
揮
し
な
が
ら
、
喜
び
と
責
任

を
分
か
ち
合
う
の
が
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
で
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
取
組
が
必
要
で

す
。こ

の
機
会
に
、
男
女
の
働
き
方

や
家
庭
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
下
野
市
の
取
組

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

う
え
で
基
本
と
な
る
「
下
野
市
だ

れ
も
が
輝
く
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
条
例
」
が
４
月
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
条
例
の
施
行
に
合
わ
せ

て
「
第
二
次
下
野
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。「
お
互
い
を
理
解
し
尊
重
す

る
心
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
下
野
市
」
を
将
来
像
と
し
て
、

3
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
基
本
目
標

1 

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
女

性
が
活
躍
で
き
る
環

境
づ
く
り

2 

女
性
の
活
躍
を

支
え
る
基
盤
づ
く
り

3 

男
女
共
同
参
画

の
実
現
に
向
け
た
意

識
づ
く
り

■
あ
な
た
の
意
識
は
ど
う
で
す
か
？ 

意
識
を
カ
イ
カ
ク
。
男
女
で
サ
ン
カ
ク
。
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。

平
成
28
年
度
男
女
共
同
参
画
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

2

男は仕事、女は家庭
決めつけていませんか？

勤務時間が長く、家事や
育児に参加したくてもで
きていないことはありま
せんか？

育児・介護が女性の役目
になっていませんか？

男女共同参画が 実現した社会では・・・

性別に関係なく、その人
らしさを大切にした教育
が行われています。

仕事や家庭生活、地域活
動のバランスがとれた生
活をおくっています。

個性・能力に応じた役割
分担で、男女が共に支え
合っています。

「 と」
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現
況
届
は
１
年
に
１
度
の

更
新
の
手
続
き
で
す
。

　

５
月
31
日
現
在
、
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
た
方
で
、
引
き
続
き

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

６
月
に
更
新
の
手
続
き
と
な
る
現

況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
６
月
中

旬
に
現
況
届
を
郵
送
に
て
送
付
し

ま
す
。

■
全
員
が
提
出
す
る
書
類

・
現
況
届

・�

受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
被

保
険
者
証
の
コ
ピ
ー
（
下
野
市

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

は
不
要
）

■
該
当
す
る
方
が
提
出
す
る
書
類

【
保
護
者
の
住
民
票
が
平
成
28
年

１
月
１
日
時
点
で
下
野
市
に
な
か

っ
た
場
合
】

・�

平
成
28
年
度
の
児
童
手
当
用
所

得
証
明
書

【
受
給
者
と
児
童
が
別
居
し
て
い

る
場
合
】

・�

別
居
監
護
申
立
書

・�

児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
分
の

住
民
票
（
本
籍
・
続
柄
記
載
）

※�

受
給
者
の
配
偶
者
が
当
該
受
給

者
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
配
偶
者
の
方
の

分
の
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
は
省
略
が
可
能
で
す
。

・�

受
給
者
が
児
童
お
よ
び
配
偶
者

と
別
居
し
て
い
る
場
合
は
、
申

立
書
に
別
居
し
て
い
る
者
の
個

人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の

記
載
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※�

下
野
市
内
で
別
居
の
場
合
に
は
、

住
民
票
等
の
提
出
は
省
略
が

可
能
で
す
。

※�

そ
の
他
の
書
類
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
提
出
方
法

　

提
出
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
提
出
の
際

は
、
提
出
書
類
に
不
足
の
な
い
よ

う
確
認
の
う
え
、
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

　

こ
ど
も
福
祉
課
の
窓
口
で
も
受

付
し
ま
す
が
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
混
雑
時
に
は
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
郵

送
で
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
書
類

を
郵
送
す
る
場
合
に
は
、「
簡
易

書
留
郵
便
」
で
送
付
願
い
ま
す
。

■
提
出
期
限

　

６
月
30
日
㈭

■
現
況
届
提
出
後
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
受
給
要
件
を
満

た
し
、
継
続
し
て
６
月
分
以
降
の

手
当
が
支
給
さ
れ
る
方
へ
は
、
更

新
結
果
の
通
知
の
送
付
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
左
記
の
場
合
に

は
通
知
を
送
付
し
ま
す
。 

・
所
得
の
審
査
の
結
果
、
５
月
分

ま
で
の
手
当
額
と
６
月
分
以
降
の

手
当
額
に
変
更
の
あ
る
場
合
に
は
、

認
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。 

・
所
得
の
審
査
の
結
果
、
配
偶
者

の
方
の
所
得
が
所
得
制
限
限
度
額

以
上
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
受
給

者
の
変
更
手
続
（
今
ま
で
の
受
給

者
か
ら
配
偶
者
へ
の
変
更
手
続
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
消
滅
通
知

と
受
給
者
変
更
に
必
要
な
書
類
を

送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
3

児
童
手
当
現
況
届
の
お
知
ら
せ

Ｑ：現況届を提出しないとどうなりますか？
Ａ：平成28年６月分（10月振込分）以降の手当の支給が一時差止となります。必ずご提出ください。

Ｑ：提出書類に不足があった場合はどうなりますか？
Ａ：不足書類がある場合には、審査保留となります。こども福祉課より不足書類提出の通知が届いた方は、

速やかに不足書類をご提出ください。提出が遅れた場合には、10月の振込が遅れる場合があります
（11月以降の振込となります）。

Ｑ：転入の際に児童手当用所得証明書を提出したのですが、現況届提出時にも提出が必要ですか？
Ａ：転入の際に提出いただいた所得証明書は、平成27年度の児童手当用所得証明書（平成26年中の所得

を証明する所得証明書）となります。現況届の際に提出する所得証明書は、平成28年度の児童手
当用所得証明書（平成27年中の所得を証明する所得証明書）であり年度が異なるため、平成28年1
月１日時点で下野市に住民登録がなかった方は提出が必要です。なお、児童手当用の所得証明書は、
多くの市区町村において、郵送で取得することができますので取得先の各市区町村にお問い合わ
せください。

現況届に関するQ&A 例年、多くの方から、
問い合わせをいただく

質問です。
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情
報
公
開
制
度
お
よ
び
個

人
情
報
保
護
制
度
の
運
用

状
況
に
つ
い
て

　

市
で
は
情
報
公
開
の
推
進
と
積

極
的
な
情
報
提
供
、
個
人
情
報
保

護
の
厳
格
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
中
の
運
用
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
情
報
公
開
制
度
と
は
？

　

市
が
保
有
し
て
い
る
行
政
情
報

を
「
行
政
と
市
民
の
共
通
の
情
報

資
産
」
と
し
て
公
開
し
て
い
く
制

度
で
、
市
民
が
公
開
請
求
す
る
権

利
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
？

　

保
有
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱

い
を
規
定
し
、
保
有
個
人
情
報
の

開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
を
求
め

る
権
利
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
人
事
課

　

☎（
32
）8
8
8
8

　

雇
用
機
会
の
増
大
と
雇
用
の
安

定
化
を
図
る
た
め
、
市
内
に
あ
る

事
業
所
が
対
象
労
働
者
を
常
用
雇

用
し
た
場
合
、
事
業
主
に
奨
励
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
受
給
対
象
者

　

次
の
⑴
～
⑸
す
べ
て
に
該
当
す

る
事
業
主

⑴
雇
用
保
険
適
用
の
事
業
主

⑵�

１
週
間
当
た
り
の
所
定
労
働
時

間
が
、
既
に
雇
用
し
て
い
る
被

雇
用
者
の
１
週
間
当
た
り
の

所
定
労
働
時
間
と
同
程
度
で

あ
る
対
象
労
働
者
を
、
常
用
雇

用
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を

除
く
）
と
し
て
期
間
を
定
め
ず
、

６
か
月
以
上
常
用
雇
用
し
て

い
る
事
業
主

⑶�

対
象
労
働
者
に
対
す
る
雇
用
保

険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
る
事
業
主

⑷�

対
象
労
働
者
の
雇
用
を
開
始
し

た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て

６
か
月
前
の
日
か
ら
１
年
を

経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
解

雇
し
た
労
働
者
が
い
な
い
事

業
主

⑸
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
事
業
主

■
対
象
労
働
者（
抜
粋
）

　

公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
を
受

け
た
離
職
者
や
、
身
体
障
が
い
者

手
帳
１
・
２
級
に
該
当
す
る
方
な

ど
。（
た
だ
し
、
事
業
主
の
２
親

等
以
内
の
者
を
除
く
。）

■
交
付
対
象
期
間

　

対
象
労
働
者
の
雇
用
を
開
始
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
を
経

過
す
る
日
か
ら
６
か
月
以
内

■
交
付
額

　

１
人
に
つ
き　

20
万
円

（
同
一
年
度
内
で
同
一
事
業
者
に

交
付
で
き
る
額
は
、
1
0
0
万
円

ま
で
）

※
提
出
書
類
に
つ
い
て

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
32
）8
9
0
7

お
子
さ
ん
が
市
外
の
幼
稚

園
に
入
園
し
て
い
る
保
護

者
の
方
へ

　

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
の
書
類
は
届
き
ま
し
た
か
？

　

市
外
の
幼
稚
園
に
入
園
し
て
い

て
も
下
野
市
に
住
所
の
あ
る
方
は

補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
承

諾
書
等
の
書
類
を
幼
稚
園
に
提
出

し
て
い
た
だ
か
な
い
と
補
助
金
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

幼
稚
園
か
ら
平
成
28
年
度
の
書

類
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
幼

稚
園
に
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、

こ
ど
も
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者

　

下
野
市
に
住
所
が
あ
り
幼
稚
園

（
施
設
型
給
付
以
外
）
に
入
園
し

て
い
る
満
３
歳
～
５
歳
児
の
保
護

者
の
方
。

　

年
度
途
中
か
ら
入
園
し
て
い
る

場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
手
続
き

　

書
類
の
配
付
・
提
出
・
補
助
金

の
支
払
い
等
は
全
て
幼
稚
園
を
通

し
て
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
3

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ

ロ
ン
」
に
つ
い
て

　

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
、

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。
病
気
と
の
向
き

合
い
方
を
学
ん
だ
り
、
話
し
合
い

の
時
間
を
持
っ
た
り
す
る
場
で
す
。

　

が
ん
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
９
日
㈭

　

午
後
２
時
～
４
時

■
場
所　

	

自
治
医
科
大
学
附
属
病

院 

本
館
地
下
１
階
ス
タ
ッ
フ
ラ

ウ
ン
ジ

■
内
容

・
ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
「
お
楽
し

み
会
～
語
り
合
い
の
会
～
」

・
自
由
な
語
り
合
い

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
が
ん

相
談
支
援
室

　

☎（
58
）7
1
0
7

■情報公開制度

公開請求件数
決定内容

公　　開 部分公開 非公開

20 ３ 11 ６

■個人情報保護制度

開示請求件数
決定内容 訂正

請求
件数

利用停止
請求件数開示 部分開示 非開示

２ ０ ２ ０ ０ ０

雇
用
奨
励
金
交
付
制

度
に
つ
い
て

3
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栃
木
特
別
支
援
学
校（
肢

体
不
自
由
教
育
部
門
）体

験
学
習
の
ご
案
内

　

肢
体
不
自
由
の
あ
る
お
子
様
の

就
学
や
進
学
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
く
た
め
体
験
学
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
入
学
を
前
提
と
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

学
校
見
学
会

　

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部

　

・
７
月
12
日
㈫

し
ら
さ
ぎ
祭

　

・
11
月
19
日
㈯

体
験
学
習

　

高
等
部　

９
月
16
日
㈮

　

小
学
部　

10
月
19
日
㈬　

　

中
学
部　

10
月
21
日
㈮

　

高
等
部　

※
中
学
３
年
生
対
象

11
月
24
日
㈭

■
場
所

　

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援

学
校
：
栃
木
市
皆
川
城
内
町

1
0
5
3

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　

地
域
支
援
部　

栃
特
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
8
2（
24
）7
5
7
5

　

0
2
8
2（
25
）1
7
0
3

■
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　

☎（
32
）８
９
１
８

国
分
寺
特
別
支
援
学
校
見

学
会
等
の
ご
案
内

　

国
分
寺
特
別
支
援
学
校
に
つ
い

て
も
っ
と
よ
く
知
り
た
い
方
、
お

子
様
の
就
学
で
お
悩
み
の
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

学
校
見
学
会

■
日
時

小
・
中
学
部
合
同

　

・
７
月
７
日
㈭

　

午
前
９
時
20
分
～
11
時

小
学
部

　

・
８
月
24
日
㈬

　

午
前
９
時
～
11
時

　

・
10
月
12
日
㈬

　

午
前
９
時
20
分
～
11
時

中
学
部

　

・
８
月
26
日
㈮

  

午
前
９
時
～
11
時

　

・
10
月
３
日
㈪

　

午
前
９
時
20
分
～
11
時

高
等
部

　

・
７
月
１
日
㈮

　

午
前
９
時
20
分
～
正
午

　

・
７
月
28
日
㈭

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

・
11
月
24
日
㈭

　

午
前
９
時
20
分
～
正
午

■
内
容　

学
校
概
要
説
明
、
施
設

見
学
、
授
業
参
観
、
授
業
参
加
、

教
育
相
談
等

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

■
日
時

　

・
６
月
22
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
25
分

　

・
10
月
28
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
20
分

　

・
12
月
15
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
20
分

　

た
だ
し
、
10
月
28
日
㈮
並
び
に

12
月
15
日
㈭
の
小
学
部
お
よ
び
中

学
部
の
授
業
は
午
後
２
時
ま
で
と

な
り
ま
す
。

■
内
容　

自
由
見
学
（
施
設
・
授

業
）

学
校
行
事
：
学
習
発
表
会
「
お
お

ぞ
ら
祭
」

■
開
催
日　

11
月
５
日
㈯

■
場
所

　

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
：
下
野
市
柴
６
の
２

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
学
校

　

☎（
44
）5
1
2
1

　

（
44
）6
6
9
8

普
通
救
命
講
習
会（
定
期
）

開
催
に
つ
い
て（
無
料
）

　

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

で
は
、
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術

を
身
に
付
け
て
い
た
だ
く
た
め
の

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

６
月
18
日
㈯

　

午
前
９
時
～
正
午

※
要
事
前
申
し
込
み

■
場
所　

石
橋
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部　

３
階
大
会
議
室

■
内
容

　

①
救
命
手
当
て
の
必
要
性

　

②
心
肺
蘇
生
法
（
実
技
）

　

③
A
E
D
の
使
い
方

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　

警
防
課　

救
急
救
助
係

　

☎（
53
）6
1
6
7

　

（
53
）6
1
7
4

市
民
税
・
県
民
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

市
民
税
・
県
民
税
の
納
税
通
知

書（
普
通
徴
収
）を
6
月
15
日（
水
）

に
発
送
し
ま
す
。
第
1
期
の
納
期

限
は
6
月
30
日（
木
）で
す
。な
お
、

平
成
28
年
度
所
得
証
明
書
等
が
必

要
な
方
は
、
6
月
16
日（
木
）以
降

に
税
務
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
☎（
32
）8
8
9
1

国
民
健
康
保
険
税

賦
課
限
度
額
の
改
正

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
状

況
を
健
全
に
保
ち
、安
定
し
た
医

療
給
付
を
行
う
た
め
、
平
成
28
年

度
か
ら
、国
民
健
康
保
険
税
の
賦

課
限
度
額
が
次
の
と
お
り
に
な
り

ま
す
。

医
療
保
険
分

　

51
万
円
→
52
万
円

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

　

16
万
円
→
17
万
円

介
護
保
険
分

　

14
万
円
→
16
万
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課（
32
）８
８
９
１

　

お
詫
び
と
訂
正

　

５
月
に
配
布
し
ま
し
た
平

成
28
年
度
下
野
市
予
算
特
集

号
1
ペ
ー
ジ
中
2
段
目
の
表

題
に
お
き
ま
し
て
、増
減
の

表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

正 

前
年
度
比
12
・
1
％
の
減

誤 

前
年
度
比
12
・
1
％
の
増
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し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
は
下
野
市
の
歴
史
を
「
み
て
・
ふ
れ
て
・
ま
な
ぶ
」
た
め
に
定
期
歴
史
講
座
・

体
験
講
座
及
び
誰
で
も
簡
単
に
体
験
出
来
る
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館　

☎（
44
）５
０
４
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
の
受
付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）

定
期
歴
史
講
座
開
催

　

下
野
市
周
辺
の
弥
生
か
ら
古
墳

時
代
な
ど
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ

講
座
を
全
６
回
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
開
催
予
定

　

①
８
月
28
日
㈰

　

②
９
月
25
日
㈰

　

③
10
月
16
日
㈰

　

④
11
月
20
日
㈰

　

⑤
12
月
18
日
㈰

　

⑥
１
月
22
日
㈰

甲塚古墳出土機織形埴輪復元状況

拓
本
体
験
・
藍
の
生
葉
の
叩
き

染
め
体
験
講
座
開
催

　

布
製
の
エ
コ
バ
ッ
ク
に
国
分
寺

跡
出
土
の
瓦
を
使
っ
て
拓
本
を
取

り
藍
の
生
葉
を
叩
い
て
染
色
す
る

体
験
で
す
。

■
内
容

①
開
催　

　

７
月
６
日
㈬

　

７
月
13
日
㈬

　

７
月
20
日
㈬

　

７
月
27
日
㈬

②
体
験　

エ
コ
バ
ッ
ク
作
り

③
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料

　

２
０
０
円

■
受
付
開
始

　

７
月
１
日
㈮

■
募
集
人
数

　

午
前
10
名
（
定
員
制
）

　

午
後
10
名
（
定
員
制
）

体
験
コ
ー
ナ
ー
開
催
中

　

簡
単
に
楽
し
く
体
験
で
き
る
コ

ー
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
来

館
記
念
に
素
敵
な
作
品
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
内
容

①
照
明
づ
く
り
体
験

・
ら
ん
た
ん
づ
く
り

②
平
織
り
体
験

・
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り

③
粘
土
体
験

・
勾
玉
づ
く
り

・
円
筒
埴
輪
づ
く
り

※
体
験
時
間
20
分
程
度

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料

　

１
０
０
円

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

開
館
中
開
催

体
験
キ
ッ
ト
販
売
中

　

資
料
館
で
人
気
の
体
験
キ
ッ
ト

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
で

も
手
軽
に
体
験
で
き
ま
す
。

■
内
容

①
平
織
り
体
験

・
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
キ
ッ
ト

　

簡
易
編
み
機
パ
ネ
ル
付

　
（
販
売
価
格　

２
０
０
円
）

②
粘
土
体
験

・
勾
玉
づ
く
り
キ
ッ
ト

・
円
筒
埴
輪
づ
く
り
キ
ッ
ト

　
（
販
売
価
格　

１
０
０
円
）

■
取
扱
い

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
販
売
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

開
館
中
販
売

楽しい体験がいっぱいあるよ

− らんたんづくり −

− 昨年の定期歴史講座会場の様子 −

− 拓本体験・藍の生葉の叩き染め体験講座 − − 円筒埴輪づくり −
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自治医科大学第45回薬
く す

師
し

祭
さ い

実
行
委
員
か
ら
ご
あ
い
さ
つ

　

は
じ
め
ま
し
て
。
自
治
医

科
大
学
第
45
回
薬
師
祭
実
行

委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
、
医
学
部
５
年
の

邉
田
健
一
と
申
し
ま
す
。

　

自
治
医
科
大
学
の
学
園
祭

で
あ
る
「
薬く
す

師し

祭さ
い

」
は
、
今

年
は
10
月
７
日
㈮
、８
日
㈯
、

９
日
㈰
の
３
日
間
開
催
さ
れ

ま
す
。
花
火
や
ス
テ
ー
ジ
で

の
出
し
物
、
L
I
V
E
や
出

店
な
ど
楽
し
い
こ
と
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
、
毎
年
多
く
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
薬
師
祭
は
学

生
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し

て
お
り
ま
す
が
、
期
間
中
は

毎
年
た
く
さ
ん
の
地
域
の
皆

様
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
作
り

上
げ
る
も
の
で
あ
る
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
烈
華

の
如
く
」
で
す
。
自
治
医
大

生
が
持
っ
て
い
る
限
り
な
い

パ
ワ
ー
を
最
大
限
に
出
し
切

り
た
い
と
い
う
思
い
と
、
そ

の
強
さ
の
中
に
も
一
つ
一
つ

笑
顔
の
華
を
咲
か
せ
た
い
、

と
い
う
二
つ
の
思
い
を
掛
け

合
わ
せ
、
こ
の
テ
ー
マ
に
い

た
し
ま
し
た
。
当
日
ご
来
場

い
た
だ
く
皆
様
に
、
学
生
の

本
気
を
半
年
間
練
っ
た
最
高

の
薬
師
祭
を
お
見
せ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
お
越
し
を
薬
師
祭

実
行
委
員
一
同
、
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
企
画
参
加
団
体
募
集
の
お
知
ら
せ

　

薬
師
祭
実
行
委
員
会
で
は
薬

師
祭
の
行
わ
れ
る
10
月
８
日
㈯
、

９
日
㈰
の
二
日
間「
一
般
企
画
」

に
参
加
を
希
望
す
る
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。「
一
般
企
画
」

に
は
自
治
医
大
の
学
生
・
教
職

員
、
及
び
学
外
の
地
域
の
方
が

申
請
に
よ
り
参
加
で
き
ま
す
。

　
「
一
般
企
画
」は
①
出
店
企
画
、

②
看
護
教
室
で
の
展
示
企
画
、

③
ス
テ
ー
ジ
企
画
の
３
種
類
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
事
の
あ
る
団
体
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
初
め
て
の
団
体
で
も

大
歓
迎
で
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
場
合
は
、
企

画
の
種
類
・
代
表
者
氏
名
・
連

絡
先
・
宛
先
を
明
記
の
う
え
、

次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

参
加
申
し
込
み
期
限
は
７
月

９
日
㈯
午
後
12
時
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
一
般
企
画
」に
関
す

る
ご
質
問
も
同
じ
く
下
記
の
電

話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
、

ご
来
場
を
学
生
一
同
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
参
加
で
き
る
団
体
数
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

参
加
希
望
申
し
込
み
が
多
数

と
な
っ
た
場
合
は
、
参
加
を
お

断
り
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

代
表　

薬
師
祭
実
行
委
員
会

　

一
般
企
画
部
門
長

　

医
学
部
４
年　

小
眞
頼
明
斗

　
☎
０
８
０

−

９
８
８
３

−

４
０
０
９

　

ippan-kikaku@
jichi.ac.jp

日時詳細
①	【出　　店】　　10月８日㈯ ９：00－21：00，9日㈰ ９：00－17：00
②	【展示企画】　　10月８日㈯ ９：00－17：00，9日㈰ ９：00－17：00
③	【ステージ企画】10月８日㈯ ９：00－15：30，9日㈰ ９：00－16：30
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農
業
者
年
金
受
給
者
の

方
へ

■
現
況
届
の
提
出
場
所
が
変
わ
り

ま
し
た

　

現
況
届
は
、
６
月
30
日
ま
で
に

市
役
所
３
階
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
現
況
届
は
忘
れ
ず
に
提
出
を
し

て
く
だ
さ
い

　

現
況
届
は
、
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
、
毎
年
必
要
に
な
る
手
続

き
で
す
。
農
業
者
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
、
現
況
届
を

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
な

お
、
年
金
受
給
者
ご
本
人
が
署
名
、

記
入
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

代
理
の
方
が
署
名
、
記
入
を
し
て

く
だ
さ
い
）

■
現
況
届
が
お
手
元
に
届
く
時
期

　

現
況
届
は
毎
年
、
５
月
末
頃
に

農
業
者
年
金
基
金
か
ら
直
接
、
受

給
者
ご
本
人
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

■
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
た
場
合

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

そ
の
年
の
11
月
か
ら
年
金
の
支
払

が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。
支
払
の

差
止
め
は
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ

る
ま
で
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

経
営
移
譲
年
金
受
給
者

の
方
へ

　

経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
後
継
者
や
特
定
の
第
三

者
に
農
業
経
営
を
移
譲
す
る
こ
と

に
よ
り
、
加
算
さ
れ
た
額
の
年
金

を
受
給
し
て
い
ま
す
。
受
給
し
て

い
る
方
は
左
記
の
名
義
人
等
に
な

る
と
、
農
業
経
営
を
再
開
し
た
と

見
な
さ
れ
、
経
営
移
譲
年
金
の
支

給
が
停
止
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
願
い
ま
す
。

■
支
給
停
止
該
当
に
な
る
名
義

・
認
定
農
業
者

・
J
A
組
合
員

（
販
売
代
金
の
入
金
等
）

・
経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請
者

・
農
業
政
策
の
各
種
補
助
金
受
給

者・
農
業
共
済
の
加
入
者

・
土
地
改
良
区
組
合
員

・
農
業
所
得
の
申
告
者

■
農
地
を
動
か
す
そ
の
前
に

　

経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
後
継
者
な
ど
に
貸
付
け

し
て
い
る
農
地
を
後
継
者
以
外
の

方
に
貸
付
け
た
り
、
農
地
を
転
用

し
た
り
し
た
場
合
、
年
金
の
一
部

が
支
給
停
止
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
現
在
、
経
営
移
譲
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
農
地

の
貸
し
借
り
や
売
買
、
農
地
転
用

な
ど
を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
お
早
め
に
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎（
32
）８
９
１
５

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
実
施
中
！

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
８
日
㈮

①
午
前
10
時
30
分
～
午
後
1
時

■
テ
ー
マ
（
メ
ニ
ュ
ー
）

　
「
世
界
の
お
料
理

　
　

 
北
欧　

夏
の
食
卓
」

・
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル

・
キ
ー
ッ
セ
リ

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

料
理
研
究
家　

臼
居
芳
美 

先
生

N
H
K
「
き
ょ
う
の
料
理
」
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
、
現
在
は
料

理
教
室
を
主
宰
。

■
参
加
費　

1
，5
0
0
円
程
度

　
（
当
日
集
金
）

■
定
員　

32
名

■
申
込
受
付
日

　

６
月
16
日
㈭

■
受
付
方
法

　

電
話

　
（
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
（
午
前
９
時
～
午
後
12
時
）

※
小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
当
選
結
果
は
「
参

加
の
し
お
り
」
の
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

　

☎
0
2
8（
6
3
5
）2
5
7
7

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

　

http://www.kanpi-shimotsuke.
co.jp/open-school/index.html

県
南
産
業
技
術
専
門
校

｢

技
能
講
習
会｣

の
開
催

■
申
込
締
切

　

各
講
座
開
催
日
の
10
日
前

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専

門
校
（
足
利
市
多
田
木
町
７
６
）

　

☎
０
２
８
４（
９
１
）０
８
０
３

講座名 定員 実施期間 受講料

第2種電気工事士技能試験準
備講習① 15 7月5日(火)～7日(木)

4,950円
第2種電気工事士技能試験準

備講習② 15 7月12日(火)～14日(木)

表計算データ処理
（Excel2013応用編） 14 7月21日(木)～22日(金) 3,520円

アーク溶接特別教育① 20 7月20日(水)～22日(金) 4,950円
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
の
ご
案
内

■
試
験
日
時　

10
月
２
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

■
試
験
会
場

・
第
１
会
場

　

宇
都
宮
大
学（
峰
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

宇
都
宮
市
峰
町
3
5
0

・
第
２
会
場

　

と
ち
ぎ
健
康
の
森

　

宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７

−

１■
試
験
案
内
書（
申
込
書
）の
配
布

・
配
布
期
間

　

６
月
１
日
㈬
～
６
月
30
日
㈭

・
配
布
場
所

　

各
市
役
所
・
町
役
場

（
介
護
保
険
担
当
窓
口
）

　

栃
木
県
庁

（
保
健
福
祉
部
高
齢
対
策
課
）

　

各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
と
ち

ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
各
校

　

と
ち
ぎ
健
康
の
森　

総
合
受
付

　
（
と
ち
ぎ
健
康
の
森
で
は
土
・

日
・
祝
日
も
配
布
し
ま
す
。）

※�

受
験
希
望
者
は
お
近
く
の
配
布

場
所
に
て
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

■
受
験
申
込
書
の
受
付

・
受
付
期
間

　

６
月
13
日
㈪
～
30
日
㈭

・
受
付
方
法

　

�

試
験
案
内
書
に
同
封
の
封
筒
で

簡
易
書
留
に
て
送
付

　
（
６
月
30
日
当
日
消
印
有
効
）

※�

受
付
期
間
以
外
の
受
付
は
一
切

行
い
ま
せ
ん
。

■
受
験
料　

7
，7
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
�

と
ち
ぎ
健
康
の
森
２
階
社
会
福

祉
法
人
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協

会
事
業
部
事
業
企
画
課

　

☎
0
2
8（
6
5
0
）5
5
8
7

地
籍
調
査
石
橋
南
部
地
区
の
法

務
局
登
記
が
完
了
し
ま
し
た

　

地
籍
調
査
事
業
に
お
い
て
、
平

成
19
年
度
か
ら
21
年
度
に
実
施
し

た
石
橋
南
部
地
区
に
つ
い
て
、
法

務
局
の
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
土
地
登
記
簿
謄
本
や
地

籍
図
は
、
宇
都
宮
地
方
法
務
局
小

山
出
張
所
で
入
手
で
き
ま
す
。

■
登
記
完
了
区
域

　

石
橋
南
部
地
区

（
石
橋
、上
大
領
、中
大
領
、東
前
原
、

下
大
領
、
上
台
、
細
谷
の
各
一
部
）

■
登
記
完
了
年
月
日

　

３
月
31
日

■
総
筆
数

　

７
７
１
筆

■
総
面
積

　

０
．47
ｋ
㎡

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

☎（
32
）８
９
０
８

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　

６
月
１
日
付
け
で
、
石
橋
地
区

の
通
古
山（
一
部
区
域
）担
当
と
し

て
、
鈴
木
恒
明
さ
ん
、
南
河
内
地

区
の
川
島
・
三
王
山
・
本
吉
田
北

（
第
１
班
）担
当
と
し
て
、
大
垣
孝

子
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
民

生
委
員
児
童
委
員
は
地
域
に
お
け

る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鈴
木
恒
明（
下
古
山
）

☎（
53
）1
9
6
7

大
垣
孝
子（
中
川
島
）

☎（
48
）1
5
5
3

水
泳
教
室
絶
賛
開
催
中
!!

■
教
室
名

　

①
小
学
生
水
泳
教
室

　
　

火
曜
ク
ラ
ス
１（
40
名
）

　
　

火
曜
ク
ラ
ス
２（
25
名
）

　
　

木
曜
ク
ラ
ス（
40
名
）

　
　

金
曜
ク
ラ
ス（
25
名
）

　
　

土
曜
ク
ラ
ス（
25
名
）

　

②�

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
：
水
曜
ク
ラ

ス
・
金
曜
ク
ラ
ス
：
高
校
生

以
上
の
男
女（
60
分
）（
30

名
）

　

③�

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
木
曜

ク
ラ
ス
・
金
曜
ク
ラ
ス
：
高

校
生
以
上
男
女
60
分
）（
30

名
）

　

④
水
曜
ゆ
っ
た
り
水
泳
＆
体
操

　
　

高
校
生
以
上（
20
名
）

　

⑤�

木
曜
レ
デ
ィ
ー
ス
ス
イ
ミ
ン
グ

　
　

高
校
生
以
上（
20
名
）

　

⑥
木
曜
成
人
水
泳
教
室

　
　

高
校
生
以
上（
20
名
）

■
開
催
日
時

　

①�

火
曜
１
・
木
曜
・
金
曜（
午

後
５
時
30
分
～
６
時
30
分
）

　
　

�

火
曜
２（
午
後
６
時
40
分
～

７
時
40
分
）

　
　

土
曜（
午
後
１
時
～
２
時
）

　

②�

水
曜（
午
前
11
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
）

　
　

�

金
曜（
午
後
７
時
10
分
～
８

時
10
分
）

　

③�

木
曜（
午
前
11
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
）

　
　

金
曜（
午
前
11
時
～
正
午
）

　

④�

⑤
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分

　

⑥
午
後
６
時
40
分
～
７
時
40
分

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）1
1
2
2

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
の

実
施
に
つ
い
て

　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
巡
回
相
談
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
補
装
具
の
適
合
判
定
や

身
体
障
が
い
者
手
帳
申
請
の
た
め

の
診
断
書
作
成
、
そ
の
他
相
談
等

を
お
受
け
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
６
月
30
日（
木
）ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

肢
体
に
障
が
い
の
あ
る
市
民

■
日
時

　

７
月
14
日（
木
）

　

午
後
２
時
～
４
時

■
場
所

　

小
山
市
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
小
山
市
中
央
町
２

−

２

−

21
）

■
内
容

　

①�

補
装
具
等
に
関
す
る
相
談
お

よ
び
処
方
並
び
に
適
合
判
定

　

②
医
学
的
な
相
談
お
よ
び
判
定

　

③�

そ
の
他
生
活
全
般
に
係
る
相

談

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
0
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くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

相
　
　
談

お
知
ら
せ

募
　
　
集

就
　
　
職

募　

集

下
野
市
自
治
基
本
条
例
情

報
紙
編
集
委
員
を
募
集

自
治
基
本
条
例
情
報
紙
と
は

　

下
野
市
自
治
基
本
条
例
の
基
本

理
念
を
広
く
普
及
、
啓
発
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
情
報
紙
で
、
タ

イ
ト
ル
を
「
ら
い
さ
ま
」
と
定
め
、

半
年
に
一
度
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
委
員
の
構
成 

　

各
種
団
体
の
代
表
者
及
び
公
募

委
員
で
構
成
し
ま
す
。

■
内
容　

自
治
基
本
条
例
情
報
紙

「
ら
い
さ
ま
」
の
企
画
、
取
材
お

よ
び
編
集
等
を
行
い
ま
す

■
任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年

■
会
議
開
催
回
数　

年
20
回
程
度

（
編
集
会
議
10
回
現
地
取
材
10
回
）

■
報
償　

情
報
紙
の
発
行
ご
と
に

謝
礼
が
あ
り
ま
す
。

■
応
募
資
格

①�

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
原
則

と
し
て
20
歳
以
上
の
方

②�

原
則
と
し
て
、
下
野
市
で
設
置

す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員

で
な
い
こ
と

③�

編
集
会
議
お
よ
び
現
地
取
材
に

出
席
で
き
る
方

④�

下
野
市
の
議
員
で
な
い
こ
と

■
公
募
人
数　

２
名

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
、
F
A
X
、
電
子
メ

ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
市
民
協
働
推
進
課

の
窓
口
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

　

郵
送
は
当
日
消
印
有
効
。

■
募
集
期
間

　

６
月
１
日
㈬
～
24
日
㈮

■
選
考　

選
考
審
査
会
で
決
定
し
、

結
果
は
ご
本
人
あ
て
直
接
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）8
8
8
７

　

（
32
）8
6
0
6

　

shim
inkyoudousuishin@

city.shim
otsuke.lg.jp

【
高
等
学
校
・
大
学
】

無
利
子
の
貸
付
で
す

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
家

計
に
著
し
い
影
響
を
受
け
た
た
め
、

修
学
が
困
難
に
な
っ
た
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

６
月
１
㈬
か
ら

　

平
成
29
年
２
月
28
日
㈫

■
申
請
資
格　

⑴
～
⑹
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
方

⑴�

申
請
日
前
の
１
年
以
内
に
、
以

下
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が

発
生
し
、
経
済
的
な
理
由
（
主

た
る
家
計
支
持
者
が
、
死
亡
・

疾
病
・
失
職
・
被
災
等
に
よ
り
、

家
計
に
著
し
い
影
響
を
受
け

た
場
合
）
に
よ
り
修
学
の
継
続

が
困
難
な
方

⑵�

高
等
学
校
（
高
等
専
門
学
校
、

中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程

お
よ
び
専
修
学
校
の
高
等
課

程
を
含
む
）、
大
学
（
短
期
大

学
お
よ
び
専
修
学
校
の
専
門

課
程
を
含
む
）
に
在
学
し
て
い

る
方

⑶�

学
業
成
績
が
優
秀
で
意
欲
が
あ

り
、
品
行
方
正
な
方

⑷�

確
実
な
連
帯
保
証
人
を
２
名
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
う
ち

１
名
は
保
護
者
）
※
連
帯
保
証

人
は
、
独
立
の
生
計
を
営
ん
で

い
る
満
20
歳
以
上
の
方
で
、
市

区
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
方

⑸�

保
護
者
が
下
野
市
に
１
年
以
上

住
所
を
有
す
る
方

⑹�

他
の
機
関
か
ら
奨
学
金
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
給
付
ま

た
は
貸
付
を
受
け
て
い
な
い
方

■
貸
付
額
（
無
利
子
）

・
高
等
学
校
奨
学
生

　

月
額
２
０
，0
0
0
円

・
大
学
奨
学
生　

月
額
３
０
，0
0
0

円
、
月
額
４
０
，0
0
0
円
、
月
額
５

０
，0
0
0
円
の
中
か
ら
選
択

■
貸
付
期
間　

正
規
の
修
業
期
間

■
募
集
要
項
等
配
布
場
所

教
育
総
務
課
、
市
民
課
窓
口
等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課

　

☎（
32
）8
9
1
7

市
民
活
動
補
助
事
業
選

考
会
の
委
員
を
募
集

市
民
活
動
支
援
事
業
と
は

　

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
持
ち
味
を
生
か
し
た
自
主
的

な
取
組
事
業
を
募
集
し
、
審
査
に

よ
り
採
用
さ
れ
た
事
業
に
係
る
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

■
委
員
の
構
成

　

公
募
委
員
と
学
識
経
験
者
で
構

成
し
ま
す
。

■
内
容　

市
民
活
動
団
体
等
か
ら

応
募
の
あ
っ
た
事
業
内
容
に
つ
い

て
審
査
し
、
補
助
対
象
事
業
の
選

考
等
を
行
い
ま
す
。

■
任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年

■
会
議
開
催
回
数

　

年
２
回
程
度

■
報
酬　

日
額
３
，0
0
0
円

■
応
募
資
格

①
下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
原
則

と
し
て
20
歳
以
上
の
方

②
原
則
と
し
て
、
下
野
市
で
設
置

す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員
で
な

い
こ
と

③
会
議
に
出
席
で
き
る
方

④
下
野
市
の
議
員
お
よ
び
職
員
で

な
い
こ
と

■
公
募
人
数　

１
名

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
郵
送
、
F
A
X
、
電
子

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参
く
だ
さ

い
。

　

応
募
用
紙
は
市
民
協
働
推
進
課

の
窓
口
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

　

郵
送
は
当
日
消
印
有
効
。

■
募
集
期
間

　

６
月
１
日
㈬
～
24
日
㈮

■
選
考　

選
考
審
査
会
で
決
定
し
、

結
果
は
ご
本
人
あ
て
直
接
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）8
8
8
7

　

（
32
）8
6
0
6

shim
inkyoudousuishin@

city.shim
otsuke.lg.jp

下
野
市
緊
急
在
学

奨
学
生
を
募
集

4
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プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
参
加
し
ま
す
。

土
日
は
各
家
庭
で
の
対
応
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）8
8
8
7

相　

談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時

　

６
月
23
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

４
名

　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

生
田
目
安
夫

　

☎（
52
）2
3
5
0

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

毎
年
「
グ
リ
ム
の
里
夏
期
日
本
語

講
習
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

大
学
生
を
下
野
市
に
招
待
し
、
約

２
週
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら

日
本
文
化
体
験
や
交
流
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、

８
月
中
旬
か
ら
約
２
週
間
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
学
生
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
。
異
文
化
交
流
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
を
受
け
入

れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
受
け
入
れ
期
間

　

８
月
17
日
㈬
～
８
月
31
日
㈬

※
日
程
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
募
集
家
庭
数　

10
家
族

■
対
象
家
庭

・�

市
内
在
住
で
、
個
室
を
１
室
用

意
で
き
、
平
日
朝
夕
の
送
迎
が

で
き
る
家
庭

・�
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
お
い
て
、

広
い
見
識
を
持
ち
、
大
学
生
と

友
好
的
な
交
流
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
家
庭

■
報
酬
・
費
用

・�

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
か
か
る
費
用

は
各
家
庭
で
ご
負
担
い
た
だ
き

ま
す
（
謝
礼
と
し
て
、
下
野
市

国
際
交
流
協
会
よ
り
1
，0
0
0

円
／
１
泊
を
お
支
払
い
し
ま

す
）

■
申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
協
働
推
進
課
ま
で
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

※�

申
込
書
・
募
集
要
項
は
市
民
協

働
推
進
課
窓
口
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

■
申
し
込
み
受
付
期
間

　

６
月
６
日
㈪
～
６
月
17
日
㈮

　

※
土
日
を
除
く

■
注
意
事
項

・�

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
は
、
平

日
の
日
中
は
各
種
体
験
・
交
流

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時

　

６
月
８
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

小
杉
孝
一

　

☎（
21
）６
３
１
２

精
神
保
健
福
祉
相
談
の

実
施
に
つ
い
て

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・
精
神
保
健

福
祉
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
「
よ
く
眠
れ
な
い
」「
イ
ラ
イ
ラ
が

強
く
落
ち
着
か
な
い
」「
疲
れ
が
な

か
な
か
と
れ
な
い
」
な
ど
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
方
、
ま
た
、

こ
れ
ら
の
方
の
ご
家
族
で
お
悩
み

の
方

■
日
時

　

７
月
12
日
㈫
、
８
月
５
日
㈮

　

９
月
２
日
㈮
、
10
月
25
日
㈫

　

11
月
４
日
㈮
、
12
月
２
日
㈮

　

�

平
成
29
年
１
月
24
日
㈫
、
２
月

３
日
㈮
、
３
月
３
日
㈮

※�

必
ず
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
場
所

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
小
山
市
犬
塚
３

−

１

−

１
）

■
相
談
担
当
者

　

精
神
科
医
師
、
保
健
師

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
支
援
課

　

☎（
22
）6
1
9
2

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

昨年度来日したミュンヘン大学生（コマ回し体験）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

大
募
集
！
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全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

1
1
0
番
」
電
話
相
談
開
設

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
と
栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子

ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目

的
に
６
月
27
日
㈪
～
７
月
３
日
㈰

を
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

1
1
0
番
」
強
化
週
間
と
し
て
電

話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

強
化
期
間
中
は
、
子
ど
も
の
人

権
問
題
に
詳
し
い
人
権
擁
護
委
員

が
、い
じ
め
、嫌
が
ら
せ
、、暴
行
・

虐
待
等
様
々
な
子
ど
も
の
人
権
問

題
を
め
ぐ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

悩
み
を
持
っ
た
児
童
・
生
徒
お

よ
び
保
護
者
の
方
々
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

■
日
時

　

６
月
27
日
㈪
～
７
月
３
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
（
土
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

■
「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
1
2
0（
0
0
7
）1
1
0

　
（
ぜ
ろ
ぜ
ろ
な
な　

の　

ひ
ゃ

く
と
う
ば
ん
）

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
で
す

　

人
権
擁
護
委
員
が
国
民
の
人
権

擁
護
と
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
る
た
め
、
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局

の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に

よ
る
被
害
者
の
救
済
な
ど
を
し
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権

に
つ
い
て
、
関
心
を
も
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
専
用
相
談
電
話

○
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0（
0
0
3
）1
1
0

○
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番　
　

　

☎
0
1
2
0（
0
0
7
）1
1
0

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

☎
0
5
7
0（
0
7
0
）8
1
0

■
実
施
機
関

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）8
8
8
7

就　

職

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
・

就
業
支
援（
パ
ソ
コ
ン
講
習
）

　

県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
連
合
会

で
は
、
栃
木
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
パ
ル
テ
ィ
（
宇
都
宮
市
野

沢
町
４
番
地
１
）
に
て
母
子
家
庭

の
母
、
父
子
家
庭
の
父
、
寡
婦
の

方
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
講
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
同
連
合
会
へ
直

接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
パ
ソ
コ
ン
講
習
の
内
容

・
ワ
ー
ド
基
礎
講
座
・
エ
ク
セ
ル

基
礎
講
座

・
１
時
間
30
分
を
基
本
単
位
と
し

１
コ
ー
ス
５
回

■
研
修
日

　

毎
週
火
～
金
曜
日
の
午
後
１
時

15
分
か
ら
４
時
30
分

■
開
催
期
間

　

平
成
29
年
３
月
末
ま
で

■
受
講
料　

無
料

■
受
付　

随
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
栃
木
県
ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
連
合
会

　

宇
都
宮
市
野
沢
町
４
番
地
１　

パ
ル
テ
ィ
内

　

☎
0
2
8（
6
6
5
）7
8
0
1

防
衛
大
学
校
等
入
試
試
験・

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知

ら
せ

こ
の
表
の
内
容
は
、
自
衛
官
等

募
集
案
内
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部　

小
山
地
域
事
務
所

　

☎（
25
）４
７
６
３

募集種目

防衛大学校
学　　　生

防衛医科大学校
医学科学生

高卒（見込含）
21歳未満の者

9月5日～9月8日

9月5日～9月30日

9月5日～9月30日

9月5日～9月30日

9月26・27日

1次：9月26日

1次：11月7・8日

1次：10月15日

8月1日～9月8日 1次：9月22日

8月1日～9月8日

年間を通じておこ
なっております。

受付時に通知　（H29年3月高校
卒業予定者は9月16日以降実施）

1次：9月16・17日
（いずれか1日）

8月1日～9月8日
9月25～29日
（いずれか1日）

1次：10月29・30日

28年1月21日～1月27日 1次：28年2月20日

18歳以上
27歳未満の者

航空学生

一般曹候補生

自衛官候補生

防衛医科大学校
看護学科学生（自衛官候補看護学生）

推薦

前期

後期

男子

女子

総合選抜

資格 受付期間 試験期日

一　般

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

相
　
　
談

お
知
ら
せ

募
　
　
集

就
　
　
職



Shimotsuke

広報しもつけ　2016.6
44

臨
時
保
育
士
等
の
募
集

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
看
護
師
（
准
看
護
師
）
資
格
を

お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等
（
時
給
）

　

保
育
士

①
フ
ル
タ
イ
ム
：
１
，２
０
０
円

②
時
短
勤
務
：
１
，１
０
０
円

　

保
健
師
：
１
，２
０
０
円

　

看
護
師
（
准
看
護
師
）：

　

１
，１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤
務

手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
７
時
～
午
後
７
時
の
う
ち

①�

フ
ル
タ
イ
ム
：７
時
間
45
分（
休

憩
時
間
60
分
）

②
時
短
勤
務
：
４
時
間

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
貼
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
資
格
証
の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
3

子
育
て
を
応
援
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

保
育
士
資
格
・
看
護
師
資
格
を
お

持
ち
の
方
へ

～
保
育
園
見
学
会
の
お
知
ら
せ
～

　

保
育
園
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の

か
、
保
育
士
や
看
護
師
が
保
育
園

で
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
公
立
保

育
園
で
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

保
育
園
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

保
育
園
で
仕
事
を
す
る
に
あ
た

っ
て
不
安
が
あ
る
方
も
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

薬
師
寺
保
育
園

　

６
月
７
日
㈫

こ
が
ね
い
保
育
園

　

６
月
８
日
㈬

吉
田
保
育
園

　

６
月
９
日
㈭

グ
リ
ム
保
育
園

　

６
月
15
日
㈬

し
ば
保
育
園

　

６
月
22
日
㈬

■
時
間

　

午
前
10
時
～

　

１
時
間
程
度

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

見
学
を
希
望
す
る
保
育
園
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ご
希
望
に
よ
り
後
日
体
験
会
も

予
定
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
保
育
園

　
　

☎（
52
）1
1
2
7

　

こ
が
ね
い
保
育
園

　
　

☎（
44
）3
3
7
7

　

し
ば
保
育
園

　
　

☎（
44
）2
7
8
8

　

薬
師
寺
保
育
園

　
　

☎（
48
）0
0
6
3

　

吉
田
保
育
園

　
　

☎（
48
）5
0
5
4

午
前
９
時
～
午
後
５
時

税
務
職
員
採
用
試
験

　

税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す

る
税
務
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を

募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

①�

４
月
１
日
に
お
い
て
高
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

お
よ
び
平
成
29
年
３
月
ま
で

に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
卒
業
見
込
み
の
者

②�

人
事
院
が
右
記
①
に
掲
げ
る
者

に
準
ず
る
と
認
め
る
者

■
試
験
の
程
度

　

高
等
学
校
卒
業
程
度

■
申
込
方
法
等

　
【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

し
込
み

※�

次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し

説
明
に
従
い
入
力
す
る
。

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

■
受
付
期
間

　

６
月
20
日
㈪　

午
前
９
時
～
６

月
29
日
㈬
［
受
信
有
効
］

　

郵
送
ま
た
は
持
参

■
提
出
先

　

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
管

轄
す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局

■
受
付
期
間

　

６
月
20
日
㈪
～
６
月
22
日
㈬

［
６
月
22
日
㈬
ま
で
の
通
信
日
付

印
有
効
］

■
試
験
日

第
１
次
試
験
日

　

９
月
４
日
㈰

第
２
次
試
験
日

　

10
月
12
日
㈬
～
10
月
21
日
㈮
の

い
ず
れ
か
第
１
次
試
験
合
格
通
知

書
で
指
定
す
る
日
時

■
合
格
者
発
表
日

第
１
次
試
験
合
格
者

　

10
月
６
日
㈭

最
終
合
格
者

　

11
月
15
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　

☎
０
３（
３
５
８
１
）５
３
１
１

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
等
の

休
日
は
除
く
）

　

右
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
係

　

☎
０
４
８（
６
０
０
）３
１
１
１

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
等
の

休
日
は
除
く
）



東
日
本
電
信
電
話
㈱
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

等
が
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
卸
売
を

開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
卸
売
を

受
け
た
多
く
の
事
業
者
が
、
独
自

の
サ
ー
ビ
ス
を
様
々
な
料
金
や
契

約
形
態
で
消
費
者
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
卸
売
を
受
け
た
事
業

者
の
勧
誘
時
の
説
明
不
足
等
、
内

容
の
十
分
な
理
解
が
な
い
ま
ま
契

約
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
な
ど
の
事
例
が
で
て
い
ま
す
。

卸
売
を
受
け
た
事
業
者
が
提
供
す

る
光
回
線
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
契
約

で
は
な
く
、
こ
の
事
業
者
と
の
新

た
な
契
約
で
あ
る
こ
と
の
認
識
が

必
要
で
す
。

不
安
に
思
う
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
消
費
者
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
日
時　

月
～
金
曜
日

　
（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
）

※�
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）そ
の
３

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」は
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」

の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、仕
事
が
軽
視
さ
れ
、

企
業
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。企

業
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
、多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、時
間
外
労
働
の
削
減

は
、限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
成

果
を
出
す
た
め
に
、よ
り
効
率

的
な
働
き
方
の
見
直
し
へ
と
つ

な
が
り
、企
業
の
生
産
性
が
向

上
し
ま
す
。ま
た
、労
働
者
の
健

康
保
持
増
進
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

さ
ら
に
、働
き
や
す
い
会
社

と
い
う
社
会
的
評
価
は
優
れ
た

人
材
を
獲
得
す
る
う
え
で
有
効

と
な
り
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
は
、労
働
者
に
働
き
や
す
い

環
境
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、企
業
の
業
績
向
上
に
結
び

つ
く
重
要
な
経
営
戦
略
の
一
つ

と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

自
治
医
科
大
学
と
附
属
病

院
は
昭
和
47
年
の
設
置
以
来
、

日
本
の
最
先
端
医
療
の
研
究
と

地
域
医
療
の
充
実
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
大
学
と
病
院
が
設

立
さ
れ
た
目
的
は
地
域
住
民
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
に
恵

ま
れ
な
い
へ
き
地
等
で
の
医
療

の
確
保
と
そ
の
向
上
と
い
う
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
優
秀

な
医
師
の
育
成
を
行
う
場
の
設

立
と
い
う
面
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
全
国
か
ら
来
た

学
生
達
は
大
学
卒
業
後
に
二
年

間
の
研
修
を
経
て
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
出
身
地
に
あ
る
診
療
所
や

小
規
模
病
院
で
お
お
よ
そ
９
年

間
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
へ
き
地
で
の
勤
務
で

は
研
修
や
学
会
に
参
加
し
づ
ら

い
こ
と
か
ら
医
学
知
識
や
医
療

技
術
に
遅
れ
が
出
て
し
ま
う
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
一
，

二
年
ほ
ど
自
治
医
大
に
戻
っ
て

研
修
を
行
う
と
い
う
制
度
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
研
修
終
了

後
に
再
び
へ
き
地
に
戻
り
、
研

修
で
得
た
知
識
や
技
術
を
住
民

に
還
元
す
る
こ
と
で
医
療
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
の
で
す
。

日
本
の
へ
き
地
で
は
医
師

不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

自
治
医
大
を
卒
業
し
た
先
生
達

が
日
本
の
隅
々
ま
で
い
っ
て
地

域
医
療
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

2
0
1
2
年
11
月
号
か
ら

連
載
し
て
き
た『
下
野
市
ふ
る

さ
と
か
る
た
』は
今
号
で
終
了

と
な
り
ま
す
。
来
月
か
ら
の
新

コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
。

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

市
役
所
２
階
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くらしの情報

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

　

再
発
見

で

まずは相談

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

　

男
女
共
同
参
画
社
会

　　　　　　　　　

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 47ページ
右から長井塁さん、広瀬市長、

AZUSAさん▶

まちがいさがし

わかるかな？

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
に
」で
す



神鳥谷（東） 小山（東） 県南４丁目

東城南５丁目

自動車
販売店

電気
量販店

ガソリン
スタンド

ハンバーガー店

スポーツ
用品店ラーメン

店

コンビニエンス
ストア

小山市
消防署

国道50号線

東
北
新
幹
線

国
道
４
号
線

↓
至
間
々
田

↑
至
小
金
井

原之内
公園

ゴルフ場

進入禁止

新小山市民病院

夜間休日急患診療所
休日急患歯科診療所

健康医療介護
総合支援センター

駐車場日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤

5 6 7 8 9 10 11
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
12 13 14 15 16 17 18
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
19 20 21 22 23 24 25
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
26 27 28 29 30
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院下野市小金井 2－4－3
　☎ 44－ 7000
②石橋総合病院　下野市石橋 628
　☎53－1134※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2－7－18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795－4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320－2
　☎0280－57－1011

■夜間休日急患診療所
　☎０２８５－３９－８８８０
　【診療日時・診療科目】
　平日、土曜　19時～22時　内科・小児科
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　�10時～12時、13時～17時、18時～21時　

内科・小児科
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）
　※�内科医等が小児科の診療を担当することがありますので、

事前に連絡をしてから来院してください。

■休日急患歯科診療所
　☎０２８５－３９－８８８１
　【診療日時】
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　10時～12時、13時～16時
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月〜土曜日：午後６時〜翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時〜翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43−1236

■刃物研ぎ　午前９時～午後2時

14日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

21日㈫ 旧やすらぎ荘
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
　15日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47−1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
６月７・14・21日

（いずれも火曜日）
児童母子相談　６月28日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
６月６・13・20日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　６月27日㈪
会場：石橋公民館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
６月3・10・17日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　６月24日㈮
法律相談　６月９日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後１時30分～ ３時30分
　�　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後１時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43−1236

6
月
天平公園しあわせ奉仕団下町支部下野市商工会女性部
花広場 陶遊会

7
月
天平公園 −

花広場 下野市商工会

■問い合わせ先
　商工観光課☎32−8907

■納期限　6月30日㈭
市県民税	 第１期
国民年金保険料� ５月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎32−8886↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 6月11日　
場所 南河内児童館

6
June

きらら館は
トレーニング室

ふれあい館温水プールの営業時間が４月から変更になりました。

Shimotsuke
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くらしの情報

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

　
　
　
　
　
　
　
け
や
き
ネ
ッ
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市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
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「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。
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下野市指定避難所の開設方法について

Shimotsuke-CityTopics　まちの話題

平成27年度下半期財政状況

参議院選の投票所について

新下野市風土記

敬老会・金婚夫婦祝福会のお知らせ

保健だより

今月
の
表紙

目次　Contents

1
8
7
4
年
6
月
17
日
に
、
巡
査
制
度
が

定
め
ら
れ
、
お
巡
り
さ
ん
が
誕
生
し
た
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
年
に
交
番
制

度
も
誕
生
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
交
番
に
は

建
物
は
な
く
、
3
人
1
組
の
当
番
員
が
特
定

の
場
所
に
出
向
き
、
1
0
0
歩
の
範
囲
内
で

歩
き
な
が
ら
立
番
を
1
時
間
ず
つ
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、「
交
替
で
番
を
す
る
所
」
と
い

う
意
味
で
「
交
番
所
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
1
8
8
1
年
か
ら
交
番
の
建
物
が
建

て
ら
れ
、「
派
出
所
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、

1
9
9
4
年
に
正
式
に
「
交
番
」
と
い
う
名

で
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

交
番
な
ど
で
勤
務
す
る
お
ま
わ
り
さ
ん
の

仕
事
は
大
き
く
分
け
て
4
つ
あ
り
、
一
つ
目

は
立
番
、
見
張
、
在
所
に
よ
る
警
戒
、
二
つ

目
は
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
住
民
へ
の
巡
回

連
絡
、
三
つ
め
は
事
件
、
事
故
な
ど
へ
の
対

応
、
四
つ
目
は
地
域
住
民
か
ら
の
様
々
な
相

談
の
受
理
、
迷
子
の
保
護
な
ど
幅
広
い
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
こ
の
よ
う
な
交
番
制
度
が
海
外

で
も
取
り
入
れ
ら
れ
、「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｎ
シ
ス

テ
ム
」
と
し
て
周
知
さ
れ
て
治
安
の
改
善
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら「
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｎ
」
が
国
際
語
と
し
て
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
の
時
代
も
子
ど
も
が
将
来
な
り
た
い

職
業
で
上
位
に
入
る
お
ま
わ
り
さ
ん
で
す
が
、

常
に
地
域
社
会
の
平
和
の
た
め
に
活
動
し
て

く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

５月６日に開庁した下野市役所の新庁舎にて、300 年
ぶりといわれる「宍戸」が復活しました。
これまで下野薬師寺に関する詞章が伝わっているのみ
で上演が途絶えておりました。
当史跡と縁の深いこの演目を、金

こんぱる

春流
りゅう

能楽師　山中一
馬師のご尽力により、復曲能「宍戸」として上演しました。
350 名を超える方々が、静かで、荒々しい舞台を堪能
しました。

19

20

22

23

24

26

29

48

地域包括支援センターだより

図書館 LibraryInformation

読書人

しもサタ通信

Let’sSPORTS

くらしの情報（イベントカレンダー）

国際交流員マシアスのコラム

今月の何の日

6
月
17
日

お
ま
わ
り
さ
ん
の
日

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.6
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くらしの情報

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
カ
ン
ピ
く
ん
の
口　

②
庁
舎
の
窓　

③
オ
ブ
ジ
ェ
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皆
さ
ん
の
中
に
は
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
ド

イ
ツ
に
は
、
昔
話
の
舞
台
と
し
て
出
て
き

そ
う
な
古
い
町
並
み
や
城
、
そ
れ
ら
を
つ

な
げ
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
な
ど
、
美
し

い
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ド
イ
ツ
を
縦
断
す
る
ラ
イ
ン
川
は
、
世
界

遺
産
に
な
る
ほ
ど
の
雄
大
な
景
色
と
、
川

沿
い
に
美
味
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多
く
あ

る
こ
と
で
有
名
で
す
。

ラ
イ
ン
川
水
系
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大

の
河
川
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
そ
れ
に
合
流

す
る
小
さ
い
河
川
の
一
つ
に
デ
ィ
ー
ツ
ヘ

ル
ツ
ェ
川
と
い
う
、
ド
イ
ツ
中
部
の
高
地

を
流
れ
る
川
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
川
一
帯

に
は
鉄
鉱
石
が
豊
富
に
あ
り
、
紀
元
前

3
〇
〇
年
頃
（
日
本
の
弥
生
時
代
）
に
は

そ
れ
を
採
掘
す
る
た
め
人
々
が
集
ま
り
、

村
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
、
下
野
市
の
姉
妹
都
市
で
あ

る
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
の
始
ま
り
で

す
。そ

し
て
、
採
掘
し
た
鉄
を
打
つ
ハ
ン

マ
ー
の
よ
う
な
機
械
の
動
力
源
と
し
て
水

力
を
利
用
し
よ
う
と
川
を
せ
き
止
め
た
た

め
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
ン
マ
ー
池
（
ド
イ
ツ

語
で
ハ
ッ
マ
ヴ
ァ
イ
ア
ー
）」
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
池
は
今
で
も
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル

ツ
タ
ー
ル
に
残
っ
て
お
り
、
市
民
の
憩
い

の
場
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
世
初
期
に
は
ド
イ
ツ
で
2
つ

の
重
要
な
都
市
、
ケ
ル
ン
と
ラ
イ
プ
チ
ヒ

が
貿
易
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
ェ
川

が
流
れ
る
谷
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。
正
確

な
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
貿
易

ル
ー
ト
の
重
要
性
を
考
え
る
と
、
多
く
の

人
の
往
来
を
支
え
る
頑
丈
な
石
橋
が
川
を

渡
る
た
め
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
石
橋
（
ド
イ
ツ
語

で
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
）
と
い
う

名
前
の
村
が
そ
こ
に
で
き
ま
し
た
。
こ
の

シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
が
下
野
市
合

併
前
の
石
橋
町
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
た

村
で
、
今
は
下
野
市
と
同
様
に
合
併
し
て

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
と
い
う
名
前
の

町
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

■人口と世帯（5月１日現在）
　人口／59,961人(+91)、男性／29,790(+18)、女性／30,171(+73)、世帯数／23,061(+163)

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
谷

石
橋
町
と
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
リ
ュ
ッ

ケ
ン
と
い
う
同
じ
意
味
の
名
前
を
持

つ
町
同
士
の
交
流
は
、
さ
ら
に
同
じ

名
前
で
あ
る
獨
協
医
科
大
学
名
誉
学

長
で
あ
る
故
石
橋
長
英
氏
の
橋
渡
し

に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
50

年
に
姉
妹
都
市
関
係
を
正
式
に
結
ん

だ
後
は
、
３
年
に
一
度
行
わ
れ
る
中

学
生
の
相
互
派
遣
や
、
小
学
生
の
図

画
作
品
交
換
な
ど
を
通
し
て
活
発
な

交
流
が
図
ら
れ
、
お
互
い
合
併
し
て

名
前
が
変
わ
っ
た
後
も
そ
の
関
係
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
平
成
27
年

に
姉
妹
都
市
締
結
40
周
年
を
迎
え
、

市
長
を
団
長
と
す
る
訪
問
団
が
相
互

に
派
遣
さ
れ
、
長
き
に
渡
り
築
か
れ

た
友
好
の
絆
と
こ
れ
か
ら
も
交
流
を

次
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
決
意
を

確
認
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
下
野
市
に
住
ん
で
い

る
と
、
外
国
人
の
私
で
も
、
下
野
市

が
い
か
に
ド
イ
ツ
と
深
い
関
わ
り
が

あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
石
橋
駅
の

ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
の
塔
、
グ
リ

ム
の
館
、
き
ら
ら
館
、
グ
リ
ム
保
育
園
、

市
立
図
書
館
、
な
ど
、
市
内
の
至
る

と
こ
ろ
で
ド
イ
ツ
と
の
交
流
の
足
跡

が
見
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

目
に
見
え
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
心
の
中
に
も
ド
イ

ツ
と
の
本
当
の
友
情
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
姉
妹
都
市
間
で
送
ら

れ
る
手
紙
を
翻
訳
し
た
り
、
訪
問
団

歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
の
挨
拶
で
通
訳
し

て
い
る
と
、
特
に
そ
れ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
際
交
流
員
と
し
て
こ
の
す
ば
ら

し
い
交
流
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ディーツヘルツタールの風景

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト 

第
18
回
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

国
際
・
ソ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ソ
ン
グ
・
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ソ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト
と
言
っ
て
も
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
が
歌
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。皆
さ
ん
に
は
大
会
の
審
査
員
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ソ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
と
い
う
実
際
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
コ
ン
テ
ス
ト
映
像
を
観
て
、
ど
の
歌

手
が
良
か
っ
た
か
判
定
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

市
で
は
ど
の
国
が
優
勝
す
る
で
し
ょ
う

か
？
色
ん
な
国
の
音
楽
を
体
験
で
き
る
良

い
機
会
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

6
月
18
日
㈯

　
　
　

午
後
2
時
～
6
時
頃

■
場
所　

石
橋
公
民
館 

２
階
会
議
室

■
定
員　

１
０
０
名

■
料
金　

無
料

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７

［
 広

報
し

も
つ

け
 ]
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発
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TEL:0285-32-8886
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FAX:0285-32-8606	
■

E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（32）8886情報広報グループまで
ご連絡ください。
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TAKE FREE

国際交流
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